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今月の納税等
市県民税／第１期
国民健康保険税／第２期
後期高齢者医療保険料／第２期
介護保険料／第２期　
納期限　７月１日（月）
※６月３０日が日曜日のため

健 康 ガ イド

お 知 ら せ

市政ニュース
専用アプリをダウンロード後、
表紙にスマートフォンのカメ
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総数／88,457人（–66人）　男／44,024人（–13人）　女／44,433人（–53人）　世帯数／39,100世帯（+31世帯）
あま市の人口【令和6年5月1日現在】※（　）内は対前月増減数



　区長は、各区において選出され、地域住民と行政とをつなぐパイプ役として、重要な役割を担って
いただいています。
　また、お住まいの地域の自治会や町内会への加入、行事や催しへの参加等のご相談は、お住まいの
区長までお願いします。

※七宝町川部につきましては、区長の任期が次のとおりとなっていますので、お間違えのないようご注意ください。
上段の方の任期：4月1日～9月30日　下段の方の任期：10月1日～令和7年3月31日

令和6年度の区長を紹介します！

区　名 氏　名 電話番号

七宝町沖之島

七宝町遠島

七宝町安松

七宝町秋竹

七宝町桂

七宝町下田

七宝町川部

七宝町伊福

七宝町下之森

七宝町徳実

七宝町鷹居

七宝町鯰橋

二ツ寺

東溝口

花正

花長

木折

富塚

古道

金岩

木田

平尾　一夫

野口　善久

服部　裕二

下方　稔久

木下　重則

川浪　忠

横井　光明

南條　政機

中原　祐介

山田　良一

本道　和正

後藤　幸彦

寺西　勝美

近藤　久利

堀田　典孝

竹田　克己

水野　伸夫

竹島　秀晃

稲垣　建藏

林　正文

溝口　正己

迫田　則義

090・8474・8886

090・3578・2869

442・4098

444・8317

444・8292

441・1672

090・9191・7867

080・6967・7558

444・2054

444・3980

441・8483

090・4148・1031

444・5883

444・1344

444・7723

444・1948

090・1754・0788

444・7746

090・1825・1735

444・8860

444・7753

444・9104

問合先　総務課　☎444・1711　FAX441・8330

区　名 氏　名 電話番号

森山

中橋

丹波

蜂須賀

篠田

北苅

小橋方

乙之子

甚目寺

本郷

坂牧

下萱津

中萱津

上萱津

栄

西今宿

森

方領

石作

小路

新居屋

山田　裕

川上　智

大口　公

野田　二知正

加藤　広海

水野　良美

細川　幹夫

安井　保

原　一晃

江上　俊彰

石川　茂樹

上村　修三

横井　和典

近藤　真司

堀田　弘藏

吉川　元啓

外山　哲夫

村瀬　俊哉

川﨑　龍治

若山　重泰

古田　光夫

441・0771

443・2739

090・3453・8023

444・1704

090・2773・3870

444・3005

444・5823

070・2227・4924

090・3697・9391

090・1823・8551

090・1419・0366

070・4422・1193

443・8133

090・7854・1171

444・0656

444・0370

090・7025・9418

090・7048・6048

444・7162

080・1607・8489

441・3695

※

　　　　 おきのしま

　　　　　とおしま

　　　　　やすまつ

　　　　 あきたけ

　　　　　かつら

　　　　　しもだ

　　　　  
かわべ

　　　　　いふく

　　　　　しものもり

　　　　　とくざね

　　　　　たかい

　　　　　なまずばし

ふたつでら

ひがしみぞぐち

はなまさ

はなおさ

きおり

とみつか

ふるみち

かないわ

きだ

ひらお　かずお

のぐち　よしひさ

はっとり　ひろじ

しもかた　としひさ

きのした　しげのり

かわなみ　ただし

よこい　みつあき

なんじょう　まさき

なかはら　ゆうすけ

やまだ　りょういち

ほんどう　かずまさ

ごとう　ゆきひこ

てらにし　かつみ

こんどう　ひさとし

ほった　のりたか

たけだ　かつみ

みずの　のぶお

たけしま　ひであき

いながき　けんぞう

はやし　まさふみ

みぞぐち　まさみ

さこだ　のりよし

もりやま

なかはし

たんば

はちすか

しのだ

きたがり

こばしがた

おとのこ

じもくじ

ほんごう

さかまき

しもかやづ

なかかやづ

かみかやづ

さかえ

にしいまじゅく

もり

ほうりょう

いしつくり

しょうじ

にいや

やまだ　ゆたか

かわかみ　さとし

おおぐち　ひろし

のだ　にちまさ

かとう　ひろみ

みずの　よしみ

ほそかわ　みきお

やすい　たもつ

はら　かずあき

えがみ　としあき

いしかわ　しげき

うえむら　しゅうぞう

よこい　かずのり

こんどう　まさし

ほった　こうぞう

よしかわ　もとひろ

とやま　てつお

むらせ　としや

かわさき　たつはる

わかやま　しげやす

ふるた　みつお

（敬称略）
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①スマートフォンに「MotionPaper」アプリをインストールします。
②スマートフォンのカメラを起動し、広報あま表紙の二次元コードを読み込みます。
③「MotionPaper」が表示されるためタップし、読み込みが100%になるまで待ちます。
④表示が100%になった後、表紙の写真にスマートフォンをかざすと映像が流れます。

問合先　人事秘書課　☎444･1713　FAX444･1351

ARモーションペイパの使い方

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

あま市地域公共交通会議委員を募集します

市内障害福祉サービス事業所等で作った食べ物やグッズを市役所1階エントランスで販売し
ます。ぜひお立ち寄りください。

6月の福祉ショップ「あま結び」出店情報

問合先　障がい福祉課　☎485・5980　FAX444・1074

レンコンバーガー・レンコンロコモコ・キーマカ
レー・天然酵母のパン他

日時 出店事業所 販売品

6月19日（水）
午前11時～
午後1時 Beレンジャーきらきら蛙

（就労継続支援B型）

ちよだファーム（就労継続支援A型） 野菜

内　容 市内の地域公共交通に関することや、地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の
態様等について協議していただきます。

開催予定 年に2～3回程度 委員任期 令和8年3月末まで　募集人数若干名

応募資格 満18歳以上で市内在住・在勤の方（令和6年4月1日現在）

委員報酬等 市の条例に基づき支給

応募方法

応募期間 6月3日（月）～28日（金）　※郵送の場合、6月28日（金）の消印まで有効とします。

審査及び選考

企画政策課にある応募用紙に必要事項をご記入のうえ、企画政策課へ提出していただ
くか、郵送、FAX、またはメールでご応募ください。応募用紙は、市公式ウェブサイトか
らもダウンロードできます。
郵送：〒497-8602　あま市七宝町沖之島深坪1番地　企画政策課宛
FAX444・0982　E-mail：kikaku@city.ama.lg.jp

応募用紙をもとに書類選考します。選考結果は、応募者全員にお知らせします。

3 令和6年6月号



■令和6年度の保険料の計算方法について
　保険料は、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」と、被保険者全員が等しく負担する「被
保険者均等割額」を合計して、個人単位で計算されます。

※1　基礎控除額
合計所得金額2,400万円以下の場合、基礎控除額43万円
合計所得金額2,400万円超2,450万円以下の場合、基礎控除額29万円
合計所得金額2,450万円超2,500万円以下の場合、基礎控除額15万円
合計所得金額2,500万円超の場合、適用なし
※2　所得101万円（旧ただし書き所得58万円）以下の被保険者の令和6年度の所得割率については、10.40％を適用し、
　　  所得割額を算定します。
※3　令和6年度については、令和6年度に新たに75歳に到達する方を除き、限度額を73万円とします。

■令和6年度の被保険者均等割額の軽減について
　所得の低い方に対しては、被保険者均等割額の軽減措置を適用します。
　◎令和6年度から国の基準に合わせて、5割軽減、2割軽減の対象を拡大しました。

(※1)世帯主とその世帯にいる被保険者の所得金額の合計(65歳以上の方の公的年金所得は、通常の所得から15万円を
控除した額)

(※2)給与所得者等とは、給与所得を有する者(給与収入が55万円を超える者)または、公的年金等にかかる所得を有す
る者(65歳未満の者にあっては当該公的年金等の収入金額が60万円を超える者、65歳以上の者にあっては当該
公的年金等の収入金額が125万円を超える者)をいいます。
問合先　愛知県後期高齢者医療広域連合管理課保険料グループ　☎955・1223
　　保険医療課　後期高齢者医療係　☎444・3168　FAX443・3555

後期高齢者医療制度の保険料率等のお知らせ

所得割額

＋
被保険者均等割額

＝
保険料（年額）

（限度額80万円※3）
100円未満切捨て

（所得金額－基礎控除額※1）
×所得割率 11.13％ ※2

被保険者一人当たり
53,438円

7割軽減 改正なし 所得金額の合計(※1)が
43万円＋10万円(給与所得者等(※2)の人数－1)以下の世帯

5割軽減

令和5年度
所得金額の合計(※1)が
43万円＋(29万円×世帯の被保険者数)＋10万円×(給与所得者等(※2)の
人数－1)以下の世帯

令和6年度
所得金額の合計(※1)が
43万円＋(29.5万円×世帯の被保険者数)＋10万円×(給与所得者等(※2)の
人数－1)以下の世帯

2割軽減

令和5年度
所得金額の合計(※1)が
43万円＋(53.5万円×世帯の被保険者数)＋10万円×(給与所得者等(※2)の
人数－1)以下の世帯

令和6年度
所得金額の合計(※1)が
43万円＋(54.5万円×世帯の被保険者数)＋10万円×(給与所得者等(※2)の
人数－1)以下の世帯

4令和6年6月号



児童虐待　☎444・3173（子ども福祉課）または ☎189（児童相談所全国共通ダイヤル、24時間対応）
障がい者虐待　☎485・5980（障がい福祉課）、高齢者虐待　☎444・3141（高齢福祉課） 
※市役所は平日午前8時30分～午後5時15分（夜間・休日は時間外窓口につながります）
※FAX番号　443・2571（共通）　※メールアドレス　gyakubou@city.ama.lg.jp

虐待の相談・通報はこちらへ

日時・場所　●作品展示・生花展示　11月2日（土）・3日（日）　午前9時～午後4時
　七宝公民館、美和文化会館、甚目寺公民館　※3日（日）は午後3時まで
●芸能発表　11月2日（土）・3日（日）　午前10時～午後4時
　美和文化会館　大ホール　※3日（日）は午後3時まで
　なお、日時等は変更になる場合があります。

資　格　市文化協会会員以外の方で、協会の定める文化祭参加要項に賛同する団体及び個人で、
　　　　市内在住または在勤の方
募　集　・作品展示、生花展示　各会場30点程度
　　　　・芸能発表　8組程度（団体に限ります。応募者多数の場合は、抽選※とします）
　　　　※抽選となった場合は、7月6日（土）午前10時から七宝公民館で抽選会を行います。
　　　　　抽選会がない場合でも同時間に説明会があります。
参加料金　●作品展示・生花展示　1点　1，000円（お申込みの際にお支払いください）　

●芸能発表　1団体　3，000円（抽選会にてお支払いください）
受付期間　6月16日（日）～29日（土）　※休館日除く
申　込　各公民館窓口に設置の文化祭参加要項をお読みのうえ、申込用紙に必要事項を記入し、
　　　　お申込みください。芸能発表以外でも応募が多数あれば抽選とさせていただく場合もあります。
主　催　市文化協会
問合先　市文化協会事務局（甚目寺公民館内）　☎444・1621　FAX443・9778

第15回あま市文化祭　一般参加者募集

【あま市巡回バスの無料乗車券について】
　75歳以上、障がい者、運転免許証返納者の方は、身分証等をご提示いただくことであま市巡回
バスの運賃は無料となっておりますが、これらの方でご希望される方には、あま市巡回バスの無
料乗車券を発行しております。無料乗車券の発行をご希望される方は、「あま市巡回バス無料乗車
券交付申請書」により申請をお願いいたします。申請書は、企画政策課の窓口及び市公式ウェブサ
イトにご用意しております。

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

巡回バスニュース

右回り左回り 右回り左回り 右回り左回り 計東部巡回ルート南部巡回ルート北部巡回ルート運行
日数

累計
（令和5年5月6日～）

令和6年4月

〔利用状況〕

 154 865人 662人 1,644人 2,217人 1,236人 1,512人 8,136人

 13 71人 71人 157人 194人 126人 174人 793人

5 令和6年5月号



住宅等にかかわる各種補助制度のご案内住宅等にかかわる各種補助制度のご案内
❶ 木造住宅の無料耐震診断

昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅において、市が木造住宅耐震診断員を派遣し無料
の耐震診断を行います。
対象…昭和56年5月31日以前に建築された在来軸組構法及び伝統構法の木造住宅。（空き家は除

く）

❷耐震改修工事費補助
木造住宅の耐震診断結果に基づいて耐震改修工事を行う場合、その費用の一部を補助します。

対象…市が実施する「木造住宅の無料耐震診断」等の結果、耐震性が不足する住宅で、これまでに
耐震シェルター設置費補助または耐震改修工事費補助を受けていない住宅。

❸耐震シェルター設置費補助事業
木造住宅の耐震診断結果に基づいて耐震シェルターを設置する場合、その費用の一部を補助しま

す。
対象…市が実施する「木造住宅の無料耐震診断」等の結果、耐震性が不足する住宅で、これまでに

耐震改修工事費補助または耐震シェルター設置費補助を受けていない住宅。

❹民間木造住宅除却工事費補助
木造住宅の耐震診断結果に基づいて解体工事を行う場合、その費用の一部を補助します。

対象…市が実施する「木造住宅の無料耐震診断」等の結果、耐震性が不足する住宅を除却する場合。

❺ブロック塀等撤去費補助
地震発生時におけるブロック塀等の倒壊などによる災害を未然に防止するため、市道等に面した

一定以上の高さのブロック塀等の撤去工事に要する費用の一部を補助します。
対象…道路または公共施設の敷地の境界から２．２メートル以内に設置され、地面からの高さが１メー

トル以上のコンクリートブロック、れんが等を用いた組積造の塀等。

❻空家解体促進費補助
市内の空家のうち、倒壊や建築材等の飛散の恐れがある危険な住宅（不良住宅）を解体する費用

の一部を補助します。

❼狭あい道路の拡幅整備等整備
建築行為等に係る後退（セットバック）用地及び隅切用地を寄附いただく場合に、市が舗装整備を

行うとともに、隅切用地の寄附について奨励金を交付します。
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ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
。
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　
説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※
説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、
要
予
約
、
定
員
有

各種補助制度につきまして工事着手前に補助申請を行い、
補助金交付決定を受ける必要があります。
詳しくは都市計画課までご相談ください。

問合先　都市計画課　☎︎441・7112　FAX441・8387

令和6年6月号 6
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
支
給
日
の
ご
案

内6
月
定
期
支
払
の
支
給
日
は
、
6
月
10

日
（月）
で
す
。
通
帳
記
帳
等
で
入
金
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
6
年
度
児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
受
給
者
へ
、

5
月
31
日

（金）
に
現
況
届
を
発
送
し
ま
す
。

案
内
が
届
い
た
方
は
、
6
月
3
日

（月）
か
ら

28
日

（金）
ま
で
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
子
ど
も
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

子
育
て
応
援
!

フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト・
セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す
!

子
育
て
の
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・一
時
預
か
り
）を
し
て
ほ
し
い
方
、
地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

登
録
説
明
会

日
時　
6
月
17
日

（月）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
美
和
公
民
館

対
象　
生
後
4
か
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、
ま

た
は
大
治
町
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の

方
※
妊
婦
さ
ん
、
ま
た
は
生
後
4
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
も
仮
登
録

可
能
。
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人

申
込　
説
明
会
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル

※
説
明
会
の
無
料
託
児
有
り
。（
4
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、
要
予
約
、
定
員
有

り
）託
児
ご
利
用
を
希
望
の
方
は
開
催

日
8
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
。

メ
ー
ル
申
込　
件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
日
、

託
児
の
有
無（
有
は
名
前
・よ
み
が
な
・

生
年
月
日
）」
を
記
入
し
てam

a-h 
arufam

isapo@
clovernet.ne.jp

ま
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
っ
子
は
る
っ
子
ふ
ぁ
み

さ
ぽ
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
七
宝
公
民
館　

1
階
）

※
日・月
曜・祝
日
休
み

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0 

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

※
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
3
〜
5
日（
月
〜
土
曜
日
）

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
資
格

の
写
し

※
後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診
断
書

提
出
先　
保
育
課

※
書
類
提
出
後
、
面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
保
育
課

☎
4
8
5・5
9
8
8

FAX
4
4
3・2
5
7
1

保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
看
護
師
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

※
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
30
分

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
3
〜
5
日（
月
〜
土
曜
日
）

応
募
資
格　
看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

提
出
書
類　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
資
格

の
写
し

※
後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診
断
書

提
出
先　
保
育
課

※
書
類
提
出
後
、
面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
保
育
課

☎
4
8
5・5
9
8
8

FAX
4
4
3・2
5
7
1

子
育
て

募
　
集

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■

間
時
庁
開

前
午

８
時

後
午

５
時

分

日
庁
閉

日
祝
・
曜
日
・
土
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
放
課
後
児
童
支
援
員・補
助
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
業
務

勤
務
地　
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
実
施

施
設
15
か
所

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
頃
〜
7
時

※
土
曜
日
、
学
校
休
業
日
等
は
午
前
7
時

30
分
〜
午
後
7
時（
う
ち
6
時
間
程
度・

交
代
制
）、週
3
〜
4
日

※
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
の
み
の
応
募
も

可
応
募
資
格　

放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
、保
育
士
、幼
稚
園・小
中
学
校
教

諭
・社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

方・補
助
員
に
つ
い
て
は
特
に
な
し

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

※
通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給

提
出
書
類　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、
資
格

証
の
写
し

※
書
類
提
出
後
、
面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先

七
宝
地
区　
七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区　
美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

消
防
職
員
募
集

【
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
】

あ
ま
市
及
び
大
治
町
を
管
轄
区
域
と
す

る
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、

令
和
7
年
度
新
規
職
員（
消
防
吏
員
）採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

受
験
資
格

①
年
齢

平
成
11
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
②
学
歴

ア　
大
学
ま
た
は
短
大
を
卒
業
し
た
人

（
令
和
7
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
を
含
む
）

イ　
右
記
ア
と
同
等
の
学
歴
を
有
す
る

人

ウ　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人（
令
和

7
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
を
含
む
）

③
身
体
要
件

健
康
な
人（
消
防
吏
員
と
し
て
身
体
的

適
正
を
有
す
る
人
）

④
そ
の
他

詳
細
は
、
受
験
申
込
書
類
及
び
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

6
月
3
日

（月）
〜
14
日

（金）

※
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分（
土・

日
曜・祝
日
を
除
く
）ま
で
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合
は
、
84
円
切

手
貼
付
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え

6
月
14
日
必
着
）

提
出
書
類

①
受
験
申
込
書（
受
験
票
含
む
）（
所
定
用

紙
）

②
身
体
検
査
書（
所
定
用
紙
）

③
履
歴
書（
所
定
用
紙
）

提
出
書
類
は
、
5
月
下
旬
よ
り
当
消
防

組
合
消
防
本
部・消
防
署
及
び
北・南
分
署

に
お
い
て
配
付
し
ま
す
。な
お
、当
組
合
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

試
験
実
施
日

一
次
試
験　
7
月
14
日

（日）

試
験
内
容

教
養
試
験
・作
文
試
験
・適
性
検
査
・体

力
測
定

問
合
先

あ
ま
市
七
宝
町
遠
島
十
坪
1
1
9
番
地

1
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課

☎
4
4
2・0
6
2
4

組
合
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.am

atobu-119.jp　

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
の

間
に
お
願
い
し
ま
す
。

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
職
員
採
用
試

験令
和
7
年
4
月
採
用
の
海
部
地
区
環
境

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種

技
術
職（
機
械・機
械（
高
卒
）・電
気・電

気（
高
卒
）・化
学
）

試
験
日

①
一
般
方
式　
7
月
20
日

（土）

②
S
P
I
方
式　
7
月
6
日

（土）
〜
20
日

（土）

試
験
要
領・申
込
書
の
配
付

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
総
務
課
で
配

付
し
て
い
ま
す
。な
お
、組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.atkank

yo.or.jp

）か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

受
付
期
間　
6
月
3
日

（月）
〜
27
日

（木）（
必

着
）

問
合
先　
海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
総
務

課（
津
島
市
新
開
町
二
丁
目
2
1
2
番

地
）

☎
0
5
6
7・2
8・3
8
1
0

家
庭
教
育
推
進
事
業
協
力
企
業
の
募
集

親
と
子
が「
と
も
に
学
び
」「
と
も
に
成

長
す
る
」
こ
と
に
企
業
と
し
て
携
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
家
庭
教
育
推
進
事
業
に
協

力
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
企
業
主
の
方
は
、
生
涯
学
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習
課
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館・木

曜
日
休
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に
か

か
る「
本
人
通
知
制
度
の
ご
案
内
」

不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の

権
利
の
侵
害
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。事

前
登
録
し
た
本
人
の
住
民
票
の
写

し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
よ
る
請
求
に
基
づ
い
て
交
付
し

た
と
き
、
登
録
し
た
本
人
に
交
付
し
た
事

実
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。（
な
お
、

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
か
ら
の

請
求
は
通
知
の
対
象
外
で
す
）ま
た
、証
明

書
を
交
付
し
た
第
三
者
な
ど
の
個
人
に
関

す
る
情
報
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

登
録
窓
口　
市
民
課

登
録
で
き
る
方

・
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方（
平
成

26
年
6
月
19
日
以
前
に
転
出
さ
れ
た

方
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
）

・
市
に
本
籍
が
あ
る
方
、ま
た
は
、本
籍
が

過
去
に
あ
っ
た
方

※
死
亡
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

登
録
に
必
要
な
も
の

・
登
録
す
る
本
人
が
お
越
し
に
な
る
場
合

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）が
必
要

で
す
。

・
代
理
人
が
お
越
し
に
な
る
場
合

委
任
状
と
代
理
人
本
人
確
認
書
類
、
登

録
希
望
者
の
本
人
確
認
書
類（
コ
ピ
ー

可
）が
必
要
で
す
。

・
法
定
代
理
人
が
お
越
し
に
な
る
場
合

戸
籍
謄
本
な
ど
関
係
を
証
明
す
る
書
類

と
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。

問
合
先　
市
民
課

☎
4
4
4・3
1
6
7

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
6
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
が
始
ま

り
ま
す

森
林
環
境
税
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

削
減
目
標
の
達
成
や
災
害
防
止
な
ど
を
図

る
た
め
の
森
林
整
備
等
に
必
要
な
財
源
の

確
保
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
国
税
で

す
。令

和
6
年
度
か
ら
国
内
に
住
所
の
あ
る

個
人
に
対
し
て
、
個
人
住
民
税
均
等
割
と

併
せ
て
年
額
千
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。（
個

人
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
方
は
森
林

環
境
税
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
）

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
た
復
興
特
別
税
に
よ
る
千
円
の
均
等
割

の
加
算
は
令
和
5
年
度
で
終
了
し
ま
し

た
。

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

令
和
6
年
度
分
の
市
・
県
民
税
の
定
額

減
税
に
つ
い
て

デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策

と
し
て
、令
和
6
年
度
の
市・県
民
税
の
定

額
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者

令
和
6
年
度
の
市
・県
民
税
に
係
る
合

計
所
得
金
額
が
1
︐8
0
5
万
円
以
下
の

方
で
市・県
民
税
の
所
得
割
の
あ
る
方

特
別
控
除
額

①
と
②
の
合
計
額（
た
だ
し
、所
得
割
額
が

上
限
と
な
り
ま
す
）

①
本
人　
1
万
円

②
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族

（
国
外
居
住
者
を
除
く
）一
人
に
つ
き

1
万
円

実
施
方
法

・
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収

定
額
減
税
実
施
後
の
額
を
、
6
月
の
特

別
徴
収
を
行
わ
ず
、
7
月
か
ら
令
和
7
年

5
月
ま
で
の
11
月
分
割
で
特
別
徴
収

・
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

10
月
支
払
分
の
特
別
徴
収
額
か
ら
減
税

額
を
控
除
し
、
控
除
し
き
れ
な
い
分
は
12

月
以
降
支
払
分
か
ら
順
次
控
除

・
普
通
徴
収

第
1
期
分
の
税
額
か
ら
減
税
額
を
控
除

し
、
控
除
し
き
れ
な
い
分
は
第
2
期
分
以

降
の
税
額
か
ら
順
次
控
除

問
合
先　
税
務
課

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

海
部
地
区
小
中
学
校
教
科
書
展
示
会
開

催
の
お
知
ら
せ

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
に
対
す

る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
教
科
書
の
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
間　
6
月
4
日

（火）
〜
28
日

（金）

（
休
館
日
6
月
10
日
㈪
、17
日
㈪
、24
日

㈪
を
除
く
）

時
間　
火
〜
金
曜
日　
午
前
9
時
〜
午
後

税

戸
籍・届
出

戸
籍・届
出

■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■

教
　
育
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7
時

土・日
曜・祝
日　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時　

場
所　
弥
富
市
立
図
書
館（
☎
0
5
6
7・

6
5・1
1
1
7
）弥
富
市
前
ケ
須
町
南

本
田
3
4
7
番
地

問
合
先　
愛
知
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育　

課☎
9
5
4・6
7
9
9

寄
附
の
お
礼

市
民
の
方

高
齢
者
福
祉
と
し
て

現
金
十
万
円

市
民
の
方

甚
目
寺
小
学
校
、甚
目
寺
南
小
学
校
、甚

目
寺
東
小
学
校
及
び
甚
目
寺
西
小
学
校
の

図
書
購
入
費
と
し
て

現
金
四
十
万
円

昭
和
二
十
六
年
度
篠
田
小
学
校
卒
業
同
窓

会
一
同
様

篠
田
小
学
校
の
た
め
に

現
金
三
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
財
政
課

☎
4
4
4・1
7
1
4

FAX
4
4
4・0
9
8
2

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
パ
ネ

ル
展ハ

ン
セ
ン
病
と
は
・・・感
染
力
の
極
め

て
弱
い「
ら
い
菌
」に
よ
る
慢
性
の
感
染
症

で
す
が
、
感
染
し
て
も
発
病
す
る
こ
と
は

ご
く
稀
で
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け

れ
ば
後
遺
症
を
残
す
こ
と
な
く
治
癒
し
ま

す
。し

か
し
、
以
前
は
後
遺
症
が
残
る
こ
と

や
遺
伝
病
な
ど
と
い
う
誤
っ
た
思
い
込
み

か
ら
不
治
の
病
と
し
て
、
患
者
や
そ
の
家

族
ま
で
も
が
い
わ
れ
な
き
偏
見
や
差
別
を

受
け
ま
し
た
。ま
た
、国
の
隔
離
政
策
に
よ

り
、療
養
所
に
強
制
隔
離
さ
れ
た
り
、家
が

消
毒
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
、よ
り
一
層
、

誤
解
や
偏
見
を
招
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、

旧
甚
目
寺
町
出
身
の
医
師
小
笠
原
登
博
士

は
、「
ら
い
」
は
不
治
で
は
な
い
と
い
う
自

分
の
信
念
、
経
験
に
基
づ
き
当
時
の
強
制

隔
離
政
策
に
毅
然
と
反
対
し
、
患
者
に
対

し
て
献
身
的
な
治
療
を
行
い
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
小
笠
原
登
博
士
の
パ
ネ
ル
な
ど

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
7
月
1
日
㈪
〜
5
日
㈮

場
所　
市
役
所
1
階　
市
民
活
動
ス
ペ
ー　

ス
問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補

償
金
制
度
に
つ
い
て

こ
の
補
償
金
は
、
国
が
誤
っ
た
隔
離
政

策
に
よ
り
、
元
患
者
の
ご
家
族
の
皆
様
に

多
大
な
苦
痛
と
苦
難
を
強
い
て
き
た
こ
と

を
心
か
ら
お
詫
び
し
、
そ
の
精
神
的
苦
痛

を
慰
謝
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、ま
ず
は
、お
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
月

〜
金
曜
日
。土・日
曜・祝
日
、年
末
年
始

を
除
く
）

問
合
先　
厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

☎
0
3・3
5
9
5・2
2
6
2

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
の
日
で
す

市
で
は
、
法
務
大
臣
に
よ
り
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

人
権
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、あ
ら
ゆ
る
人
々
の
人
権

を
守
る
た
め
、
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
起

こ
る
人
権
に
関
す
る
問
題
に
対
し
、
法
務

局
や
市
役
所
な
ど
で
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
の

今
月
の
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

人
権
擁
護
委
員
再
任
・
新
任
の
お
知
ら

せ4
月
1
日
付
で
近こ

ん
ど
う藤

哲て
つ
お夫

委
員 

（
再

任
） 

、
三み

う
ら浦

和か
ず
み己

委
員 

（
再
任
）、
林は

や
し

眞ま
み
こ

美
子
委
員（
新
任
）が
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
を
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
活
動
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
3

年
に
な
り
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
お
悩
み

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

女
性
活
躍
情
報
誌「
@
M
y
L
i
f
e
」

記
者
募
集
!!

市
内
で
活
躍
す
る
素
敵
な
女
性
の
生
き

方
を
紹
介
す
る
情
報
誌
の
記
者
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
?
活
動
期
間
は
7
月
か
ら

8
月
の
う
ち
5
日
間
ほ
ど
で
、
取
材
の
前

後
に
取
材
の
コ
ツ
や
記
事
の
書
き
方
を
学

ぶ
講
座
も
あ
り
ま
す
。
編
集
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
未
経
験

人
　
権

人
　
権

寄
　
附

寄
　
附
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の
方
で
も
安
心
で
す
。
情
報
誌
は
市
内
全

戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
方

募
集
人
数　
一
般
3
人
、学
生
6
人

（
3
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
す
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
こ
ち
ら
で
選
考

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込　
6
月
28
日
㈮
ま
で
に
人
権
推
進
課

の
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。18
歳
未
満
の
方
は
、保
護
者

の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

女
性
と
女
の
子
の
た
め
の
L
I
N
E
個

別
相
談
窓
口

コ
コ
ロ
の
ほ
っ
と
カ
フ
ェ・あ
ま

悩
み
や
不
安
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
モ

ヤ
モ
ヤ
、
な
ん
と
な
く
寂
し
い
…
も
し

一
人
で
抱
え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

L
I
N
E
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
?
ま
ず
は
誰
か
に
話
す
こ
と

で
気
持
ち
が
整
理
で
き
た
り
、
コ
コ
ロ
が

ほ
っ
と
落
ち
着
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

対
応
時
間　
年
末
年
始
を
除
く
偶
数
日

午
後
6
時
〜
10
時（
最
終
受
付
午
後
9

時
30
分
）

問
合
先　
あ
ま
市
地
域
に
お
け
る
女
性
の

つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局（
受
託

事
業
者　
N
P
O
法
人
マ
マ・ぷ
ら
す
）

☎
0
9
0・7
3
0
2・0
4
8
8

L
I
N
E　

@
517am

lrb　

災
害
時
の
た
め
に
必
要
な
男
女
共
同
参

画（
男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展
）

6
月
23
日
㈰
か
ら
29
日
㈯
ま
で「
男
女

共
同
参
画
週
間
」で
す
。私
た
ち
が
、職
場

で
、学
校
で
、地
域
で
、家
庭
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共

同
参
画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、一

人
ひ
と
り
の
認
識
と
取
組
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、災
害
発
生
時
に
、様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル

「
男
女
共
同
参
画
の
キ
ホ
ン
‐
防
災
編
」を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
6
月
24
日
㈪
〜
28
日
㈮

場
所　
市
役
所
1
階　
市
民
活
動
ス
ペ
ー　

ス
問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

『
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
』

展
示
会

令
和
5
年
12
月
に「
人
権
週
間
」行
事
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
、
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
し
た
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品
を

選
考
し
て
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
3
日
㈪
〜
28
日
㈮

※
展
示
初
日
の
午
前
中
に
準
備
を
す
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

場
所　
市
役
所
1
階　
市
民
活
動
ス
ペ
ー

ス
展
示
作
品　
ポ
ス
タ
ー
、書
道
、標
語

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
4・1
0
7
4

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
運
営
し
て

い
る
、
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所「
く

す
の
き
の
家
」「
美
和
ひ
ま
わ
り
作
業
所
」

と
生
活
介
護
事
業
所「
く
す
の
き
の
家

（
西
館
）」
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た『
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0
2
4
』に
使
用
さ
れ
て
い
る
、事
業
所

を
利
用
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
の

原
画
を
美
和
文
化
会
館
1
階
ロ
ビ
ー
で
展

示
中
で
す
。

心
温
ま
る
魅
力
的
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
休
館
日（
平
日
の
月
曜
日
）を
除
き

毎
日　
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

場
所　
美
和
文
化
会
館
1
階　
ロ
ビ
ー

対
象　
ど
な
た
で
も

問
合
先　
美
和
文
化
会
館　
　

☎
4
4
9・1
1
1
4

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

発
達
に
不
安
を
感
じ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
る
窓
口
を

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

す
て
っ
ぷ

あ
い
る
」に
設
置
し
て
い
ま
す
。

他
の
子
と
比
べ
る
と
発
達
が
遅
い
気
が

す
る
、な
か
な
か
言
葉
が
出
な
い
、障
が
い

が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
…
な
ど
お
子
さ
ん

の
発
達
や
障
が
い
等
に
関
す
る
こ
と
な

ら
、ど
ん
な
悩
み
で
も
結
構
で
す
。相
談
員

が
お
話
し
を
伺
い
、必
要
に
応
じ
て
、適
切

な
支
援
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
の
ご
相
談

も
可
能
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
未
満
の
障

が
い
、
ま
た
は
発
達
に
不
安
の
あ
る
児

童
及
び
そ
の
保
護
者

日
時　
月
〜
金
曜
日

福
　
祉
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午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝

日
及
び
12
月
29
日
〜
翌
年
1
月
3
日
を

除
く
）

場
所　
あ
ま
市
中
橋
五
反
地
9
番
地「
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　
す
て
っ
ぷ
あ

い
る
」内

☎
0
7
0・8
6
9
0・4
0
0
0

FAX
4
1
4・5
5
4
7

a-itaku@
aruiteikou.org

問
合
先　
障
が
い
福
祉
課

☎
4
8
5・5
9
8
0

FAX
4
4
4・1
0
7
4

「
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」ご
回

答
の
お
願
い

70
歳
以
上
の
方（
要
支
援・要
介
護
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に「
シ
ニ
ア
い
き
い
き

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。こ
の

事
業
は
、
心
身
機
能
の
低
下
の
兆
候
を
把

握
し
、
必
要
に
応
じ
て
積
極
的
な
介
護
予

防
・健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問
項
目
全
て
を
記
入
し
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
6
月
28
日
㈮
ま
で
に
ご
回
答

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・2
5
7
1

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ
い
て

保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
た
と
き
の
食

事
療
養
費
が
6
月
1
日
㈯
よ
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

②・③
に
該
当
す
る
方
は
、医
療
機
関
に

お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
し
な
い
場
合「
限
度
額

適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保

険
医
療
課
窓
口
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、直
近

12
か
月
で
90
日
を
超
え
る
入
院
が
あ
る
場

合
は
、別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

自
閉
症
状
群
と
診
断
さ
れ
た
方
の
医
療

費
負
担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す

医
療
機
関
で
自
閉
症
状
群
と
診
断
さ
れ

た
方
は
、障
害
者
医
療
制
度
、ま
た
は
後
期

高
齢
者
福
祉
医
療
制
度
に
よ
り
、
医
療
機

関
で
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
保

険
診
療
分
の
う
ち
自
己
負
担
額
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
病
名
が
自
閉
症
状
群
と
記
載
さ
れ
た
診

断
書（
診
断
日
か
ら
3
か
月
以
内
の
も
の
）

・
健
康
保
険
証

※
自
閉
症
状
群
に
含
ま
れ
な
い
診
断
名
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　
保
険
医
療
課

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

ね
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢
者
の

医
療
費
負
担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す

75
歳
以
上
の
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

3
ヶ
月
以
上
受
け
て
い
る
要
介
護
4
、
ま

た
は
5
の
方
は
、
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療

制
度
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
受
給
者
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険
診
療
分
の
う
ち

自
己
負
担
額
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。た
だ
し
、主
た
る
生
計
維
持
者
が
市

民
税
非
課
税
の
方
に
限
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

※
所
得
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
請
場
所　
保
険
医
療
課

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

今
年
度
の
国
保「
特
定
健
診
」が
6
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
!

国
保「
特
定
健
診
」は
、生
活
習
慣
病
の

予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
の
健
診
で
、健

診
料
は
無
料
で
す
。
年
に
一
度
の
健
診
を

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険・後期高齢者医療被保険者の入院時食事療養費

区　　分 5月31日（金）
まで

6月1日（土）
以降

① 一般（②・③以外の方） 460円(※) 490円(※)

②

【国民健康保険】
区分オ、または低所得Ⅱの方

【後期高齢者医療】
区分Ⅱの方

90日以内の入院
（過去12か月の入院日数） 210円 230円

90日を超える入院
（過去12か月の入院日数） 160円 180円

③【国民健康保険】低所得Ⅰの方
【後期高齢者医療】区分Ⅰの方 100円 110円

※指定難病等の認定を受けた方は260円から280円となります。

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
5・3
8
5
6

身
近
な
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

4R4R
は
、リ
フ
ュ
ー
ズ（Refuse/

断
る
）、

リ
デ
ュ
ー
ス（Reduce/

減
ら
す
）、リ
ユ

ー
ス（Reuse/

再
使
用
す
る
）、リ
サ
イ
ク

ル（Recycle/

再
資
源
化
す
る
）の
こ
と

で
す
。
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
修
理
し
再
使

用
や
、分
別
し
て
再
資
源
化
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
い
う
考
え
方
を
示
し

て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
ご
み

の
処
分
や
、
製
品
を
新
た
に
作
製
す
る
際

に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
抑
制
で
き
ま

す
。マ

イ
バ
ッ
グ・エ
コ
バ
ッ
グ
の
使
用

レ
ジ
袋
を
断
っ
て
マ
イ
バ
ッ
グ
や
エ
コ

バ
ッ
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

節
電必

要
の
な
い
電
灯
を
消
す
、
エ
ア
コ
ン

の
設
定
温
度
を
極
端
に
高
く
し
た
り
低
く

し
た
り
し
な
い
、
使
用
し
な
い
家
電
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
等
、
各
家
庭
が
節

電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
の
利
用

外
出
時
は
で
き
る
だ
け
自
動
車
の
使
用

を
控
え
、
電
車
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

保
険・年
金

保
険・年
金
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対
象　
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
あ
ま
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者

※
対
象
の
方
に
は
、5
月
下
旬
に
ピ
ン
ク

色
の
封
筒
で「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
受
診
券

同
封
の
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
く

だ
さ
い
。

※
4
月
2
日
以
降
に
あ
ま
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
方
で
受
診
を
ご
希
望

の
方
は
、
保
険
医
療
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

期
間　
6
月
1
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈭　
　
　
　

問
合
先　
保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ
ル

ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き

ず
、長
期
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。病
気
や
け

が
で
血
液
製
剤
を
必
要
と
す
る
方
々
は
、

皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
に
よ
り
救
わ
れ
て

い
ま
す
。
献
血
は
命
を
救
う
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
に
ち　
6
月
3
日

（月）

時
間　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1

時
30
分
〜
4
時

場
所　
市
役
所
1
階

対
象　
17
歳
〜
69
歳（
採
血
量
は
4
0
0
ml

と
な
り
ま
す
）

問
合
先　
健
康
推
進
課

☎
4
4
3・0
0
0
5

FAX
4
4
3・5
4
6
1

資
源
ご
み
収
集
と
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員毎
月
一
回
実
施
し
て
い
る
資
源
ご
み
の

円
滑
な
収
集
は
、
各
地
区
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

推
進
員
の
方
々
に
必
要
以
上
の
ご
負
担

を
掛
け
な
い
よ
う
、
分
別
と
出
し
方
の
ル

ー
ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
に「
ス
プ
レ
ー
缶
、ガ
ス
缶
、ラ
イ
タ

ー
、乾
電
池（
充
電
式
電
池
含
む
）」を
袋
入

り
の
ま
ま
な
ど
、
分
別
せ
ず
不
適
切
な
排

出
を
す
る
と
、
ゴ
ミ
収
集
車
や
清
掃
工
場

の
火
災
、
ま
た
は
故
障
の
原
因
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
火
災
事
故
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
!

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
5・3
8
5
6

身
近
な
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

4R4R
は
、リ
フ
ュ
ー
ズ（Refuse/

断
る
）、

リ
デ
ュ
ー
ス（Reduce/

減
ら
す
）、リ
ユ

ー
ス（Reuse/

再
使
用
す
る
）、リ
サ
イ
ク

ル（Recycle/

再
資
源
化
す
る
）の
こ
と

で
す
。
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
る
の

で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
修
理
し
再
使

用
や
、分
別
し
て
再
資
源
化
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
い
う
考
え
方
を
示
し

て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
ご
み

の
処
分
や
、
製
品
を
新
た
に
作
製
す
る
際

に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
抑
制
で
き
ま

す
。マ

イ
バ
ッ
グ・エ
コ
バ
ッ
グ
の
使
用

レ
ジ
袋
を
断
っ
て
マ
イ
バ
ッ
グ
や
エ
コ

バ
ッ
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

節
電必

要
の
な
い
電
灯
を
消
す
、
エ
ア
コ
ン

の
設
定
温
度
を
極
端
に
高
く
し
た
り
低
く

し
た
り
し
な
い
、
使
用
し
な
い
家
電
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
等
、
各
家
庭
が
節

電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
の
利
用

外
出
時
は
で
き
る
だ
け
自
動
車
の
使
用

を
控
え
、
電
車
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

再
配
達
化
防
止
は
、温
顔
化
防
止

宅
配
便
の
再
配
達
を
す
る
た
び
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
た
り
、
宅
配
ア
プ
リ
を

活
用
し
て
、
宅
配
便
を
1
回
で
受
け
取
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
5・3
8
5
6

令和6年中
交通事故死亡者数

地　域 死者数
愛知県 35人

津島警察署管内 1人
あま市 1人
令和6年3月末現在

問合先　土木課
☎︎441・7113　FAX441・8387

交
通
安
全

健
　
康

健
　
康
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防
犯
カ
メ
ラ
の
貸
出
に
つ
い
て

あ
ま
市
防
犯
協
会
で
は
、
多
発
す
る
住

宅
侵
入
盗
を
抑
制
す
る
た
め
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
大
字
区
に
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
者　
大
字
区

貸
出
条
件

・
設
置
場
所
の
土
地
所
有
者
に
、
設
置
の

承
諾
を
得
て
い
る
こ
と
。

・
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
事
前
に
防
犯
協

会
の
確
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

・
設
置
場
所
の
区
域
の
区
民
の
合
意
を
得

て
い
る
こ
と
。

貸
出
に
つ
い
て

貸
出
期
間　
無
期
限

貸
出
台
数　
5
台

※
大
字
区
に
つ
き
2
台
ま
で

申
請
方
法

受
付
期
間　
7
月
1
日
㈪
〜
31
日
㈬

危
機
管
理
課
内
あ
ま
市
防
犯
協
会
事
務

局
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
設
置
は
、申
請
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。設
置
が
可
能
で
あ
る
か
、事
前
に
危
機

管
理
課
内
あ
ま
市
防
犯
協
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

貸
出
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

・
S
D
カ
ー
ド
録
画
機
を
内
蔵
し
た
防
雨

型
赤
外
線
付
カ
メ
ラ

・
モ
ニ
タ
ー

※
電
源（
外
部
コ
ン
セ
ン
ト
）の
あ
る
場
所

な
ら
設
置
可
能

貸
出
に
あ
っ
て
の
注
意
事
項

・
防
犯
カ
メ
ラ
に
破
損
が
な
い
か
定
期
的

に
確
認
し
、
破
損
又
は
正
常
に
作
動
し

な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。

・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
防
犯
カ

メ
ラ
が
転
倒
し
、
破
損
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
き
は
、
破
損
し
な
い
よ
う
必
要

な
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
設
置
は
区
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
設
置
に
必
要
な
費
用
及
び
維
持
管
理

費
用
等
）

問
合
先　
危
機
管
理
課
内　
あ
ま
市
防
犯

協
会
事
務
局

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

地
震
災
害
に
備
え
る
た
め
に

市
が
位
置
す
る
尾
張
西
部
と
い
う
地
域

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
始
め
と
し
た
地

震
災
害
発
生
の
危
険
性
が
あ
り
、
住
宅
の

倒
壊
や
地
盤
の
液
状
化
被
害
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
今
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

水
や
非
常
用
食
糧
品
の
備
蓄
を

災
害
発
生
直
後
か
ら
、
被
災
市
町
村
へ

救
援
物
資
が
届
く
に
は
数
日
は
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
を
過
ご
す
た

め
に
も
、普
段
か
ら
非
常
食
を
購
入
し
、期

限
が
迫
っ
た
ら
使
用
す
る
な
ど
し
て
、
無

理
な
く
備
蓄
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
物
資
の
例

・
水（
一
人
当
た
り
一
日
3
リ
ッ
ト
ル
）

・
食
糧（
カ
ッ
プ
麺
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
）

・
日
用
品
、医
薬
品
、口
腔
ケ
ア
用
品
な
ど

生
活
必
需
品

隣
近
所
で
助
け
合
え
る
関
係
作
り
を

過
去
の
災
害
に
お
い
て
、
救
助
さ
れ
た

方
の
多
く
は
、
隣
近
所
の
方
々
に
助
け
出

さ
れ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、行
政
、消
防
、警

察
な
ど
は
す
ぐ
に
救
助
に
行
け
な
い
場
合

名
称　
下
萱
津
交
差
点

場
所　
下
萱
津
五
反
田
、九
反
田

県
道
の
下
萱
津
交
差
点
は
、
市
内
を
東

西
に
貫
く
メ
ー
ン
道
路
に
あ
り
、
南
北
方

向
の
交
通
量
も
多
い
。そ
の
北
方
向
か
ら

の
道
路
は
斜
め
に
接
続
し
て
お
り
、
南
方

向
か
ら
の
道
路
と
中
心
線
が
ず
れ
て
い

る
。こ
の
た
め
、
南
北
か
ら
同
時
に
進
入

し
て
右
折
し
よ
う
と
す
る
自
動
車
は
、
対

向
車
の
停
止
位
置
が
お
互
い
に
邪
魔
。直

進
す
る
自
動
車
も
、
対
向
の
右
折
車
が
邪

魔
。譲
り
合
わ
な
け
れ
ば
、正
面
か
ら
の
接

触
、衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
。交
差
点
を
左

折
し
て
き
た
自
転
車
が
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

横
断
歩
道
に
突
っ
込
み
、
そ
の
横
断
歩
道

上
の
自
転
車
と
接
触
し
か
け
た
こ
と
が
あ

る
。（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト・あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

問
合
先　
土
木
課

☎
４
４
１・７
１
１
３

FAX
４
４
１・８
３
８
７

事故の起こりやすい場所～守って事故の起こりやすい場所～守って安全・知って・知って安心～Vol.９４～Vol.９４

下萱津交差点

防
　
犯

防
　
災

あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口 令和6年3月中
認知件数 前月比

侵入盗
（空き巣など） 3件 ±0件

乗物盗
（自動車盗など） 11件 +4件

非侵入盗
（車上ねらいなど） 10件 +1件

計 24件 +5件

問合先　危機管理課
☎︎444・0862　FAX441・8330
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が
あ
り
ま
す
。日
頃
か
ら
、防
災
訓
練
な
ど

を
通
じ
、
隣
近
所
と
の
関
係
を
大
切
に
し

て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
関

係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
危
機
管
理
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

突
然
の
大
雨
な
ど
風
水
害
に
備
え
て

あ
ま
市
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
水
害
の
危
険
の
あ
る
地
域
で

す
。
梅
雨
入
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
家
庭

で
も
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し

た
り
、
防
災
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
し

た
り
す
る
な
ど
し
て
、
少
し
で
も
被
害
を

軽
減
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〜
市
か
ら
の
お
願
い
〜

【
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
】

市
内
へ
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
な
ど

は
、
初
め
に
下
記
の
3
箇
所
の
避
難
所
を

開
設
し
ま
す
。不
安
の
あ
る
方
は
、早
め
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

①
七
宝
保
健
セ
ン
タ
ー

②
美
和
保
健
セ
ン
タ
ー

③
甚
目
寺
総
合
福
祉
会
館

※
洪
水・内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

http://w
w

w
.city.am

a.aichi.jp/
kurashi/safety/bousai/1002250.

htm
l

【
危
険
箇
所
の
把
握
】

急
な
大
雨
の
場
合
、
通
勤
や
通
学
で
利

用
し
て
い
る
道
に
、
思
わ
ぬ
危
険
が
潜
ん

で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
危

険
箇
所
の
把
握
を
し
て
、増
水
時
は
、近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
災
害
情
報
の
配
信
】

市
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
、
避
難
指
示
な
ど
の
情
報
を
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
あ
ま
市
防
災
情

報
メ
ー
ル
」に
よ
り
配
信
し
て
い
ま
す
。

よ
り
確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
1
人
で
も
多
く
ご
登
録
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
及
び
登
録
方
法

bousai.am
a-city@

raiden.ktaiw
o

rk.jp①
携
帯
電
話
等
の
新
規
メ
ー

ル
に
宛
先
を
入
力
し
空
メ

ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

件
名
・本
文
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、宛
先
の
み
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
内
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1　
空
メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
場
合

は
、本
文
に
何
か
1
文
字
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

※
2　

受
信
設
定
を
し
て
い
る
方
は
、
ド

メ
イ
ン
指
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

※
3　

登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、
危
機

管
理
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
危
機
管
理
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

洪
水
情
報
を
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
発
信

!国
が
管
理
す
る
庄
内
川
及
び
木
曽
川

で
、氾
濫
の
危
険
が
高
ま
っ
た
時
、緊
急
速

報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）が
自
動
で
発

信
さ
れ
ま
す
。メ
ー
ル
を
受
信
し
た
ら
、雨

の
降
り
方
や
川
の
水
位
を「
川
の
防
災
情

報
」で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
国
土
交
通
省
庄
内
川
河
川
事
務

所☎
9
1
4・6
7
1
1

FAX
9
1
5・5
0
9
3

公
平
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

石い
し
む
ら村

眞し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、あ
ま
市
議
会
3
月
定
例
会
に
お
い
て

選
任
同
意
を
得
て
、
小こ
じ
ま島

基も
と
お生

氏
が
公
平

委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員　
小こ

じ
ま島　

基も
と
お生　

氏

【
任
期
：
６
月
15
日
〜
令
和
10
年
６
月
14

日
】

問
合
先　
公
平
委
員
会
事
務
局

☎
４
４
４・０
９
０
３

FAX
４
４
４・０
９
８
２

そ
の
他
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労
働
保
険
更
新
の
お
知
ら
せ

令
和
6
年
度
労
働
保
険（
労
災
保
険・雇

用
保
険
）の
年
度
更
新
期
間
は
、6
月
3
日

（月）
〜
7
月
10
日

（水）
で
す
。

年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
お
よ
び
申

告
・納
付
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
度
更
新
申
告
書
に
同
封
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
厚

生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

労
働
保
険
の
お
手
続
き
に「
電
子
申
請
」

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
自
宅
や
オ
フ

ィ
ス
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申
告・納
付
が

可
能
で
す
）

厚
生
労
働
省・都
道
府
県
労
働
局・労
働
基

準
監
督
署

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/new

-
info/kobetu/roudou/gyousei/
hoken/kakikata/keizoku.htm

l 

　

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練「
就
活
に
強

い
I
T
技
能・
資
格
取
得
②
コ
ー
ス
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

日
程（
訓
練
期
間
）な
ど　

9
月
3
日

（火）

〜
10
月
31
日

（木）（
月
・火
・木
・金
曜
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
9
月
23
日

（
月・振
）、10
月
14
日（
月・祝
）除
く
））

　

ぱ
そ
メ
イ
ト
国
府
宮
教
室（
稲
沢
市

国
府
宮
2
の
5
の
21
）

　

ワ
ー
ド
・エ
ク
セ
ル［
基
礎
・活
用
］、

P
検
試
験
対
策
、画
像
編
集
、就
職
支

援
　

身
体
、
精
神
、
知
的
、
発
達
障
が
い
、

難
病
等
の
方
で
マ
ウ
ス
の
操
作
が
可

能
な
方

　

6
人（
面
接
で
選
考
）

　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
7
︐2
4
0
円

は
必
要
で
す
）

　

7
月
31
日

（水）
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
講
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求

職
登
録
が
必
要
で
す
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
8

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
0
5
3
3・9
3・2
5
0
5

FAX
0
5
3
3・9
3・6
5
5
4

ア
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ　
オ
ー
プ
ン
講
座

中
部
大
学・あ
ま
市
連
携
講
座
の
ご
案
内

オ
ー
プ
ン
講
座
は
、
ア
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ

ジ
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
く
て
も
受

講
可
能
で
す
。

テ
ー
マ　
「
ト
ル
コ
の
歴
史
と
文
化
」

　

6
月
29
日

（土）

　
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

　

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

交
流
ホ
ー
ル

　

一
般

　

15
人（
当
日
先
着
順
）

　

ト
ル
コ
と
日
本
の
歴
史
的
な
関
係
や

同
国
の
文
化
を
交
え
た
お
話
で
す
。

　

中
部
大
学
教
授 

中な
か
や
ま山 

紀の
り
こ子 

氏

　

5
0
0
円（
当
日
受
付
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
）

　

美
和
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
4︎
4
2・8
5
2
2

FAX
4
4
5・5
7
3
5

「
令
和
6
年
度
文
化
の
杜
フ
ェ
ス
タ
」

開
催
及
び
出
演
者
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
6
年
度
文
化
の
杜
フ
ェ
ス
タ
を　

9
月
29
日

（日）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

文
化
の
杜
フ
ェ
ス
タ
で
は
出
演
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
方
か
ら
ア
マ
チ
ュ

ア
の
皆
さ
ん
ま
で
、
広
く
発
表
の
場
を
提

供
し
、
地
域
の
文
化
の
活
性
化
を
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

9
月
29
日

（日）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時（
予
定
）

　

美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

　

楽
器
演
奏
、合
唱
、ダ
ン
ス
等
、ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
8
組（
予
定
）

応
募
の
際
は
①
住
所
②
名
前
③
電
話

番
号
④
グ
ル
ー
プ
名
⑤
ジ
ャ
ン
ル
な

ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

6
月
4
日

（火）
午
前
10
時
〜
6
月
30
日

（日）
午
後
5
時

美
和
文
化
会
館
窓
口
ま
た
は
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
平
日
の

月
曜
日
は
除
く
）

　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

9
時
）　　

☎
4︎
4
9・1
1
1
4
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第
三
十
三
回「
と
き
の
き
ね
ん
び
展
」開

催古
時
計
の
魅
力
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

5
月
27
日
㈪
〜
6
月
30
日

（日） 

　
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

休
館
日　
木
曜
日
の
み（
会
期
中
の
水
曜

日
は
特
別
開
館
）

　

美
和
歴
史
民
俗
資
料
館

　

美
和
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
4︎
4
2・8
5
2
2

FAX
4
4
5・5
7
3
5

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
お
楽
し
み
会

　

6
月
19
日

（水）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

　

6
月
21
日

（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

35
人（
先
着
順
）

●
小
物
作
り

　

6
月
27
日

（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　

10
人（
先
着
順
）

　

6
月
5
日

（水）
午
前
10
時
か
ら
窓
口

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

　

森
憩
の
家

☎
4︎
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

　

6
月
5
日

（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
ま
ち
が
い
探
し

　

6
月
18
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
脳
活

　

6
月
27
日

（木）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

本
郷
憩
の
家

☎
4︎
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
絵
手
紙

　

6
月
6
日

（木）

午
前
10
時
〜
11
時

　

16
人（
当
日
先
着
順
）

●
七
夕
壁
か
け
飾
り（
ク
ラ
フ
ト
切
り
絵
）

　

6
月
10
日

（月）

午
前
10
時
〜
11
時

　

14
人（
先
着
順
）

　

6
月
3
日

（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す

●
お
楽
し
み
会（
ゲ
ー
ム
）

　

6
月
26
日

（水）

午
前
10
時
〜
11
時

　

16
人（
当
日
先
着
順
）

　

新
居
屋
憩
の
家

☎
4︎
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

不
登
校
、問
題
行
動
の
親
の
会

子
ど
も
の
不
登
校
、
問
題
行
動
に
悩
む

親
の
心
の
ケ
ア
や
居
場
所
と
し
て
、親
の
会

を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
活
動

す
る
市
民
活
動
団
体
と
連
携
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
自
身
に
合
う
居
場
所
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
親
自
身
が
心
を
軽
く
し
て
、
少

し
で
も
前
に
進
ん
で
み
ま
せ
ん
か
? 

※
ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業

【
6
月
の
親
の
会
】

　

6
月
20
日

（木）

午
前
10
時
〜
正
午

　

美
和
ふ
れ
あ
い
情
報
セ
ン
タ
ー
2
階

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
学
習
室
3

　

5
0
0
円

　

a
s 

i
s
〜
こ
こ
ろ
の
い
ば
し
ょ
〜

（
当
日
の
運
営
団
体
）

　

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
7
月
の
親
の
会
】

　

7
月
2
日

（火）

午
前
10
時
〜
正
午

　

甚
目
寺
公
民
館
1
階　
教
養
室

　

5
0
0
円

　

あ
ま
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

（
当
日
の
運
営
団
体
） 

　

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4︎
4
9・2
1
7
7

FAX
4
4
9・2
1
7
8

子
育
て
講
座
&
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
不
登
校
に
な
っ
た
時
の
子
ど
も
へ
の

向
き
合
い
方
と
は
?
」

子
ど
も
が
不
登
校
に
な
る
と
親
は
子
ど

も
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、子
ど
も
に
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
て
し
ょ

う
が
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
時
に
焦

っ
て
も
、
親
の
考
え
を
押
し
付
け
て
も
よ
く

あ
り
せ
ん
。
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
な
対
応

を
す
る
こ
と
で
良
い
方
向
に
向
か
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に一緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
助
成
事
業

　

6
月
23
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

（
受
付
は
午
前
9
時
15
分
か
ら
）

　

美
和
公
民
館
2
階　
第
1
会
議
室
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5
0
0
円

　

元
市
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

河か
わ
い合 

清き
よ
み美 

氏

　

あ
ま
市
教
育
委
員
会

　

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4︎
4
9・2
1
7
7

FAX
4
4
9・2
1
7
8

N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
前
期
教
室

募
集誰

で
も
親
し
め
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て『
モ
ル
ッ
ク
』
競
技
を
体
験

し
よ
り
多
く
の
市
民
へ
の
普
及
、
参
加
者

の
交
流
を
目
指
し
ま
す
。

木
製
モ
ル
ッ
ク
を
投
げ
木
製
の
ス
キ
ッ

ト
ル
を
倒
す
と
乾
い
た
小
気
味
よ
い
音
を

た
て
て
転
が
り
50
点
先
取
で
勝
負
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
下
さ
い
。

　

6
月
22
日
㈯

　
　
午
前
9
時
受
付
、午
前
9
時
半
開
始

　
　
午
後
12
時
半
頃
終
了

　

甚
目
寺
総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア
リ

ー
ナ

　

小
学
生
以
上　

　

40
人 （
先
着
順
）

　

モ
ル
ッ
ク
競
技
の
説
明
、
体
験
、
交

流
競
技・ゲ
ー
ム
等

　

1
人
1
︐0
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

　

飲
み
物
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、動
き
や
す
い
服
装

　

6
月
4
日
㈫
か
ら
15
日
㈯
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
窓
口
時
間
は
、
火
〜

土
曜
日
、午
前
9
時
〜
午
後
1
時
）

※
手
続
き
完
了
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
返
金

は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
留
意
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
9︎
7
7・7
4
8
4

事
務
所
携
帯

☎
0︎
8
0・7
6
5
7・8
8
3
9

尾
張
西
部
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
交
歓
会

　

6
月
30
日

（日）

開
場　
午
後
1
時

開
演　
午
後
1
時
30
分

　

美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

　

無
料

　

あ
ま
市
、
あ
ま
市
教
育
委
員
会
、

あ
ま
市
文
化
協
会

　

七
宝
ス
カ
イ
コ
ー
ラ
ス　
後ご

と
う藤

☎
4︎
4
4・3
8
2
6

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
の
発
祥
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
パ
ブ
看
板
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移
民
と
共
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
伝
わ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

看
板
職
人
に
よ
っ
て
、
よ
り
カ
ラ
フ
ル
で
ア

ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
現
在
の
形
と
な
り
ま

し
た
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
簡
単
に
誰

も
が
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
キ
ャ
ン
バ

ス
に
向
き
合
う
こ
と
で
、不
思
議
な
ほ
ど
心

が
落
ち
着
い

て
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く

の
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来

る
チ
ョ
ー
ク

ア
ー
ト
を
体

験
し
て
み
ま

せ
ん
か
?

　

7
月
15
日（
月・祝
）

1
部　
午
前
10
時
〜
正
午

年
長
以
上（
イ
ル
カ
を
描
き
ま
す
）

2
部　
午
後
1
時
〜
3
時

中
学
生
以
上（
花
を
描
き
ま
す
）

　

美
和
文
化
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル　
　

A
　

1
︐0
0
0
円（
教
材
費
込
み
）

7
月
7
日

（日）
ま
で
に
美
和
文
化
会
館

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
お
支

払
い
後
の
返
金
は
致
し
か
ね
ま
す
）

　

市
内
外
問
わ
ず
年
長
以
上
の
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　

各
15
人（
2
部
制
）

　
　
最
小
催
行
人
数　
各
5
人

　

不
要　

※
道
具
一
式
を
講
師
側
で
準
備
い
た
し
ま

す
。

　

A
M
C
A
認
定
講
師　

加か
と
う藤　

眞ま
ゆ
み由

美
氏

　

6
月
4
日

（火）
午
前
10
時
か
ら
美
和

文
化
会
館
窓
口
ま
た
は
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
は
除

く
）

　

美
和
文
化
会
館

☎
4︎
4
9・1
1
1
4

盆
踊
り
練
習
会

地
域
で
の
夏
祭
り
に
先
立
ち
、
新
曲
を

覚
え
な
が
ら
汗
を
か
き
、健
康
づ
く
り
、仲

間
づ
く
り
と
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

7
月
7
日

（日）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

甚
目
寺
公
民
館　
講
義
室
1・2

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
当
日

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

女
性
の
会
会
長　
濱は

ま
じ
ま島

☎
4︎
4
4・0
3
3
5
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身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当〈
上
級
救
命

講
習
〉

　

6
月
30
日

（日）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
昼
休
憩
を
含
む
）

　

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
講

堂
　

あ
ま
市
、
大
治
町
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
の
方
で
満
15
歳
以
上
の
方

　

15
人

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
小

児
、乳
児
、新
生
児
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
、大
出
血
時
の
止
血
法
、傷
病
者

管
理
法
、外
傷
の
手
当
て
、搬
送
法

　

無
料

　

団
体
・グ
ル
ー
プ
等
で
受
講
希
望
の

場
合
は
、指
導
員
が
出
向
し
、講
習
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

6
月
10
日

（月）
か
ら
23
日

（日）
ま
で
に

消
防
本
部
ま
た
は
各
消
防
署
へ
救
命

講
習
受
講
申
請
書
を
提
出
く
だ
さ

い
。

　

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
消

防
課　

☎
4︎
4
2・1
6
0
5

第
15
回
市
民
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会　

7
月
7
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

　
　
集
合　
午
前
8
時
45
分

　
　
開
始　
午
前
9
時

　

甚
目
寺
総
合
体
育
館　

メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

　

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
女
子
で

構
成
し
た
チ
ー
ム
。
た
だ
し
、
1
チ

ー
ム
3
人
ま
で
男
子
の
参
加
可
。

　

1
チ
ー
ム　

1
︐2
0
0
円

※
申
込
み
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

6
月
1
日
㈯
〜
14
日
㈮

抽
選　
事
前
に
競
技
委
員
会
に
お
い

て
決
定
。

　

あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

あ
ま
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟

　

七
宝
総
合
体
育
館

☎
4︎
4
1・5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

市
民
大
会
共
通
事
項

・
参
加
申
込
書
を
ご
記
入
の
う
え
、七
宝・

甚
目
寺
総
合
体
育
館（
月
曜
休
館
）、
美

和
公
民
館（
木
曜
休
館
）に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

・
参
加
費
は
申
込
み
時
、ま
た
は
各
大
会
の

指
定
す
る
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は
保
険

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
本
大
会
開
催
に
か
か
る
事

務
以
外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

第
14
回
市
民
卓
球
大
会（
小
学
生
の
部
）

　

3
月
9
日
㈯

　

七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

結
果

4
年
生
以
下
男
子
の
部

優　
勝　
鈴す

ず
き木　

京き
ょ
う
ご吾（

美
和
東
小
）

準
優
勝　
能の

せ勢　
勘か

ん
た太（

篠
田
小
）

第
3
位　
宮み

や
ざ
き崎　

源げ
ん
や也（

秋
竹
小
）

原は
ら　

翔し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎（
伊
福
小
）

4
年
生
以
下
女
子
の
部

優　
勝　
長な

が
お
か岡　

沙さ
な奈（

正
則
小
）

準
優
勝　
長な

が
お
か岡　

芹せ
り
な奈（

正
則
小
）

第
3
位　
宮み

や
ざ
き﨑　

蓮れ
ん
な奈 （

秋
竹
小
）

林は
や
し　

す
み
れ（
美
和
小
）

5・6
年
生
男
子
の
部

優　
勝　
長な

が
お
か岡　

潤じ
ゅ
ん（

正
則
小
）

準
優
勝　
西に

し　
勧よ

し
な
お修（

学
戸
小
）

第
3
位　
山や

ま
だ田　

康や
す
と翔（

甚
目
寺
南
小
）

久く
め米　

駿し
ゅ
ん
た太（

篠
田
小
）

5・6
年
生
女
子
の
部

優　
勝　
藤ふ

じ
し
ろ城　

妃ひ
な菜（

篠
田
小
）

準
優
勝　
田た

な
か中　

珠じ
ゅ
り莉 （

甚
目
寺
南
小
）

第
3
位　
鈴す

ず
き木　

ま
こ （
美
和
東
小
）

宮み
や
ざ
き﨑　

優ゆ
う
な奈（

秋
竹
小
）

第
14
回
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会　

3
月
24
日
㈰

　

甚
目
寺
総
合
体
育
館　

メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

結
果

　

1
コ
ー
ト　
サ
ム
ラ
イ

　

2
コ
ー
ト　
エ
ル
モ

　

3
コ
ー
ト　
キ
ー
プ

　

4
コ
ー
ト　
イ
ブ
シ
ギ
ン

　

5
コ
ー
ト　
M

マ
ムO

M　
Bビ

ィ
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2023第47回 SLカートミーティング全国大会3位おめでとう
レーシングチームA

アッシュ
sh に所属する、美和中学校3年生

の梶
かじお

尾義
よしとも

朝さんが、令和5年11月4日（土）、5日（日）にス
ポーツランドSUGO 国際西コース（宮城県）で開催の標
記大会の結果を報告するため、3月18日（月）に市長を
表敬訪問されました。

市長からは「全国大会3位入賞おめでとうございま
す。危険が伴うスポーツかと思いますので、体には十分
に気をつけていただき、これからも存分に励んでいただ
きたい」とお祝いの言葉がありました。
※学校・学年は表敬訪問実施日時点の状況です。

第40回硬式空手道全国選抜優勝大会 中学1年生の部 準優勝
高校1・2年生の部 優勝 おめでとう

日本空手道真武会七宝空手道クラブに所属する、七宝中学校1年生
の大

おおば
羽琉

りゅうと
斗さんと、名古屋工業高等学校2年生の溝

みぞぐち
口龍

りゅうと
斗さんが、令

和5年12月3日（日）に日本ガイシホールプラザ（愛知県）で開催の標記大
会の結果を報告するため、3月25日（月）に市長を表敬訪問されました。

市長からは「全国大会準優勝、そして優勝おめでとうございます。ご
家族や指導者の皆様へ感謝をし、さらに上を目指していただきたい」と
お祝いの言葉がありました。
※学校・学年は表敬訪問実施日時点の状況です。

第23回全日本チアダンス選手権大会出場おめでとう
チアダンスクラブM

ミルキーウェイ
ilkyWay ☆に所属する七宝小学校6年生の住

すみだ
田

彩
あやか

さんが、令和5年11月25日（土）に東京体育館で開催の標記大会へ
の出場を報告するため、3月11日（月）に市長を表敬訪問されました。

市長からは「全国大会出場おめでとうございます。昨年に続き、出
場できることは、日頃の練習の成果の現れだと思います。ご家族や指
導者の皆様へ感謝をし、さらに上を目指していただきたい」とお祝い
の言葉がありました。
※学校・学年は表敬訪問実施日時点の状況です。

新時代 佐野直史杯 U-12全国大会出場おめでとう
七宝町下田を拠点に活動する、サッカースクールF

エフシー
C S

ソレオ
OLEO

の山
やまぐち

口恵
けいのすけ

ノ介さん、木
きむら

村心
むねと

人さん、倉
くらた

田涼
りょうた

太さん、福
ふくやま

山護
ごおき
王希さ

ん、菱
ひしだ

田睦
むつき

己さん、砂
さつき

月勘
かんた

汰さん、蓮
はすい

井花
かもん

門さん、宮
みやぐち

口龍
りょうま

馬さん、
成
なりた

田蒼
そうま

麻さん、竹
たけかわ

河征
ましゅう

柊さん、村
むらかみ

上蓮
れんた

太さん、二
にじゅうぶ

十歩翼
つばさ

さん、山
やました

下
蒼
そうじん

仁さん、神
かんばら

原飛
ひなた

凪さんが、令和5年12月27日（水）、28日（木）
に中池グリーンスタジアム他（岐阜県）で開催の標記大会の出場
を報告するため、3月18日（月）に市長を表敬訪問されました。

市長からは「全国大会出場おめでとうございます。日頃の練習の成果を存分に発揮されたことと思いま
す。指導者やご家族の皆様に感謝をし、練習に励んでいただきたい」とお祝いの言葉がありました。
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小学1年男子 3位
第1回A

オール
LL J

ジャパン
APAN C

チャレンジ
HALLENGE C

カップ
UP 小学5年生 男子 35㎏未満 優勝 

おめでとう
インパクト空手道場に所属する、篠田小学校1年生の渡

わたなべ
部李

りふう
風さんと、

篠田小学校5年生の渡
わたなべ

部雷
らいる

流さんが、標記大会の出場を報告するために、
3月21日（木）に市長を表敬訪問されました。市長からは「全国大会3位、
そして優勝おめでとうございます。日頃の練習の成果が大会を通じて発
揮できたことと思います。ご家族や指導者の皆様に感謝をし、さらに活
躍していただきたい」とお祝いの言葉がありました。
※学校・学年は表敬訪問実施日時点の状況です。

災害時における無人航空機による支援協力に関する協定書の締結式
3月12日（火）、本市と株式会社美和建装にて「災害時における無人

航空機による支援協力に関する協定」を締結しました。
市内において地震、洪水等の災害が発生した場合に、災害状況を把

握するために必要な災害現場の映像や画像の提供及び災害復旧に必
要な公共施設等の被害状況調査をしてもらうことを目的として協定を
締結しました。

災害時における支援協力に関する協定書の締結式
3月8日（金）、本市と株式会社ナテックにて「災害時における支援協力

に関する協定書」を締結しました。
市内において地震、洪水等の災害が発生した場合に、株式会社ナテッ

クが保有する、避難所生活に必要な製品等の支援協力により物資の調達
を円滑に実施することを目的として協定を締結しました。

一般財団法人坂文種報徳会様からの助成のお礼
3月28日（木）、一般財団法人坂文種報徳会様より、

教育文化助成金として100万円が交付され、七宝焼
アートヴィレッジで贈呈式が行われました。

この助成金で、展示室スポットライト、七宝焼焼成用
電気炉（イベント出展用）、交流ホール用演台を購入し
ました。七宝焼アートヴィレッジは今年度開館20周年
を迎えるにあたり、記念事業を良い状態で迎えられま
す。

ここにお礼を申し上げますとともに、有効に活用さ
せていただきます。



七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
麻
の
葉

紋
様
帯
留
め
」

時　
6
月
11
日
（火）・15
日
（土）・16
日
（日）・18

日
（火）・19
日
（水）
の
い
ず
れ
か
一
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
40
名（
先
着
順
）

内　

日
本
の
伝
統
的
な
文
様
で
あ
る
、麻

の
葉
紋
様
の
七
宝
焼
を
作
り
ま
す
。

帯
留
め
で
す
が
、ブ
ロ
ー
チ
に
変
更

も
で
き
ま
す
。サ
イ
ズ
は
縦
2.5
セ
ン
チ
、

横
3.5
セ
ン
チ
で
す
。

￥　
2
，5
0
0
円

申　
6
月
1
日
（土）
か
ら
、窓
口・電
話
に
て

受
付

星
空
観
察
会

時　
7
月
20
日
（土）

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

※
天
候
不
良
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

所　
芝
生
広
場

対　
小
学
生
以
上

定　
30
人
程
度（
先
着
順
）

内　

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、星
空
観
察

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

￥　
無
料

申　
6
月
15
日
（土）
午
前
9
時
か
ら
、窓
口・

電
話
に
て
受
付

※
一
回
あ
た
り
一
家
族
の
申
込
み
で
す
。

代
理
申
込
み
は
不
可
で
す
。

お知らせ

◆ 
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆ 
今
月
の
休
館
日
　
3
日
（月）・10
日
（月）・17
日
（月）・24
日
（月）

◆ 
問
合
先
　
☎
4
4
3・7
5
8
8
　
FAX
4
4
3・7
1
2
2

地産地消ふれあい軽トラ市
七宝焼アートヴィレッジ敷地内

において、市近郊で生産された野
菜などを生産者が販売する軽トラ
市を開催しています。天候や販売
状況等により終了時間が早くなる
こともあります。

日　時　毎週日曜日　午前7時～9時

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
交
流
ホ
ー
ル
・

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
が
予
約
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
交
流
ホ

ー
ル・ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
が
、あ
ま
市
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
で
予
約
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

従
来
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
場
所

が
、ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
と
し
て
貸
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、利
用
者
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
の
予
約
の
開
始
時

期
は
7
月
1
日
午
前
0
時
か
ら
と
な
り
ま

す
。詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「七宝焼街角ミュージアム事業」が
始まりました

七宝焼アートヴィレッジが所蔵している七宝焼花瓶を民間事業
者に貸出す事業です。
不特定多数の来客があり、多くの人に七宝焼を見てもらえる事
業者が対象で、市内だけでなく、市外の事業者も対象です。
「七宝焼花瓶、飾ってみたいけれども高価なため、なかなか手
が出ない」という方、本事業にご参加いただければ、年間5，000
円の貸出料金で評価額50万円程度の花瓶を飾ることが出来ま
す。また、期間中2回まで入れ替え可能なサブスクリプション制度
7,500円もあります。貸出初年度は10月1日から翌年3月31日ま
でとなり、料金は半年3,500円（サブスクリプション制度では期間
中1回入れ替え可能で5,250円）となります。
展示ケースも貸出しますので、安全なスペースを確保して頂け
れば結構です。七宝焼アートヴィレッジから、自動車で片道1時間
程度の事業所なら、職員が運搬・展示もするので、安心かつ手間
も取らせません。
詳細は、市公式ウェブサイトの「七宝焼街角ミュージアム事業」

をご覧いただくか、七宝焼アートヴィレッジまでお問い合わせくだ
さい。
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お知らせ

あま市「みんなの掲示板」
～皆さんの活動情報お知らせください～

8月号締切 6月5日（水）まで　9月号締切 7月5日（金）まで
人事秘書課 444・1713　　444・1351

【参加者募集】絵手紙無料体験教室
「ヘタでいいヘタがいい」で始まる
絵手紙を一度体験してみませんか。
時6月8日（土）
午後1時30分～4時

所甚目寺公民館　大会議室1
￥無料
申当日時間内に直接公民館にお越
しください。

問絵手紙サークル風の音　山田
090・7510・7541

【参加者募集】
オカリナミニコンサート＆体験会
会員によるミニコンサートを開催

します！その後オカリナを体験してみ
ませんか？みんなで一緒に演奏する
と楽しいですよ。レンタル有ります。
時6月13日（木）
　午後1時30分～3時
所甚目寺公民館　教養室
￥無料
申6月12日（水）までに電話でお申
し込みください。

問ドルチェ・オカリナ教室　橋本
090・1356・0283

【参加者募集】
第45回記念熹世千代民謡発表会
会員による発表の他、地元在住の

幹遼太鼓や東海民謡成年部によるス
テージも見どころ。お客様も唄や踊り
に参加しながらお楽しみください。
時6月9日（日）
　開場　午前10時
　開演　午前10時30分
終演　午後3時30分

所甚目寺公民館　大ホール
￥入場無料
申事前申し込みは不要です。
問熹世千代民謡会　早川
444・0524

【会員募集】絵手紙サークル風の音
もらって嬉しい、描いて楽しい絵
手紙始めてみませんか。いつでも無
料体験においでください。
時第2・4水曜日　午前10時～正午
所甚目寺公民館
￥月2,200円
問絵手紙サークル風の音　山田
090・7510・7541

【会員募集】七宝美術クラブ
絵を描いてみませんか。初めての
方も大歓迎。先生より丁寧に教えて
いただけます。いつでも見学OKで
す。
時第1・3金曜日
午後1時30分～3時30分

所七宝公民館
￥3か月5,000円
問七宝美術クラブ　古田
441・0940

【会員募集】Friday　Nice
Friday　Nice硬式テニスは、親
子・お友達・一般・学生どなたでも参
加できるサークルです。プロのコー
チのレッスンが年数回あります。無
料体験ではラケットを貸出します。
初心者大歓迎です。
時毎週金曜日　午後7時～9時
所甚目寺南中学校　テニスコート
￥年会費6,000円
問Friday　Nice　山田
090・3573・6492

【会員募集】
スマイル・ソシアル・イングリッシュ
思ったことがスラスラと口から出

て誰とでも英語で会話ができる。そ
れを実現するための少人数英会話
サークルを目指しています。
時水曜日（月2回）
午前10時～11時

所美和公民館2階　会議室1
￥1回1,000円
問スマイル・ソシアル・イングリッシュ
木村
090・1621・4077

【会員募集】あまボールペン画クラブ
絵が苦手な方でも大丈夫ですよ。

ゼロから気楽に始められます。仲間
とともに絵を描いたり、鑑賞したり、
楽しい時間を過ごしませんか！見学、
体験もOKです。挑戦！！
時第1・3月曜日
午後1時30分～3時30分

所美和文化会館
￥月2,000円
問あまボールペン画クラブ　野崎
090・6808・9223

【会員募集】七宝日曜書道クラブ
「正しく美しい書－美文字」を目指
し、毛筆・硬筆の練習をしております
（漢字・かな）。月に一度伊藤春魁先
生のご指導があります。
時第2・4日曜日
午後1時30分～3時30分

所七宝公民館
￥月2,000円
問七宝日曜書道クラブ　加藤
442・1571

やまだ

はしもと

はやかわき よ ち よ

き よ ち よ

やまだ

ふるた

フライディ ナイス やまだ

きむら

のざき

かとう

いとう しゅんかい
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フリートーク

行事名 日時 場所 対象

週末や2、3日の連休でアジアや南洋
へ、4、5日あればヨーロッパや中米、南
米までも行くことができる。この旅では
これをする！とだけ決めたら、さあ週末海
外へ。まだ海外は…と思う人には番外編
として国内の週末国境旅が紹介されて
います。著者おすすめの「これだけをす
る」を参考に、どこへ行こうかと計画した
くなる本です。

（美和図書館所蔵）

6

美和図書館
開館時間 4月～8月　午前9時～午後6時
 9月～3月　午前9時～午後5時
休館日 月曜日（祝日は開館）
 6月28日（金）（館内整理日）

問合先　美和図書館　☎449・1070　FAX443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日 月曜日
雑誌の譲与 6月13・27日（木）午前10時～
※雑誌の譲与は公民館1階ロビーで行います。

問合先　甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778

七宝公民館読書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日 月曜日
貸出日時 毎週金曜日　午前9時～午後5時、
 第3日曜日　午後1時～5時
※児童コーナーができました。親子でご利用ください。
問合先　七宝公民館　☎444・2511　FAX444・2512

使い方でお悩みの方、ボランティア相談員がやさしく丁寧に教えます。持ち込み相談もできます。※日程変更もしくは中止となる場合があります。

場所 日時 問合先

今月のパソコン・スマホ・タブレット相談室

小林 希‖著　　ワニブックス

※詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

☆美和図書館30th　Anniversary記念　特別展示
「ヨネザワ玩具／トミカ黒箱の世界　made in Japan　重機の大行進」
引き続き、美和文化会館館長・高橋直弘氏からコレクションを借りて展示しています。
期 間　4月7日（日）～6月30日（日）
☆ボランティア講座「絵本を選ぶ眼を育てるために」
小学生向けの読み聞かせの選書についてお話していただきます。
日 時　6月5日（水）午前10時～11時30分　講 師　久原幸子氏（家庭文庫どんぐり小屋主宰・児童図書相談士）
場 所　美和文化会館多目的ホールABC　定 員　30名　申 込　受付中。詳細は図書館まで。
☆パパ＆グランパのおはなし会（美和おはなしクループ・グー・チョキ・パー）の読み手募集

☆ペンギンさんと虫とあそぼう！PartⅢ

「パパ＆グランパのおはなし会」を開催しますので、読み手を募集します。
日 時　6月8日（土）午後2時～3時　場 所　おはなしコーナー　定 員　7人　申 込　受付中。詳細は図書館まで。

みんなで虫とりをした後、重盛ペンギン先生が標本作りを見せてくれます。
日 時　7月28日（日）午前9時30分～正午　対 象　4歳（年中）以上とその保護者。小学校高学年以上は子どものみの参加可
定 員　30人　申 込　6月29日（土）午前9時から、美和図書館カウンターまたは電話で受け付けます。

☆ワークショップ一日図書館員
日 時　7月30日（火）、31日（水）、8月1日（木）　午前9時15分～11時30分　1日4名（3日間12名）
申 込　6月29日（土）～7月7日（日）カウンターにて（抽選で決定）
対 象　小学校4年生～中学生（初めての方に限ります）

『もっと!週末海外
気軽に旅してパワーチャージ』

美和図書館 甚目寺公民館図書室

一般会議室読書会 6日（木）
午前10時～11時30分

パパとグランパによる
おはなし会

幼児・
児童

おはなし
コーナー

パパ＆グランパの
おはなし会（グー・
チョキ・パーのおはなし会）

8日（土）
午後2時～2時30分

「ディック ブルーナ」
について一般会議室

絵本・紙芝居等の読
み聞かせなどを行い
ます

幼児・
児童

おはなし
コーナー

お楽しみ
おはなし会

15日（土）
午後2時～2時30分

子どもの本の会 13日（木）
午前10時～正午

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます

乳児･
幼児

おはなし
コーナー

もこもこの
おはなし会

11日・25日（火）
午前10時30分～11時　

子ども達におはなし
を語るための練習と
研修をしています

一般会議室語りの会
おはなしペロリ

21日（金）
午後2時～4時

幼児・
児童図書室

この本
だいすきの会の
よみきかせ

1・15・22・29日（土）
午後2時～2時30分

幼児・
児童図書室おどうぐばこの

かみしばい
8日（土）
午前10時～10時30分

行事名 日時 場所 対象 内容

たかはしなおひろ

くはらゆきこ

こばやし のぞみ
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甚目寺子育て支援センター
市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援拠点事業として「子育て支援セ

ンター事業」と「つどいの広場事業」を実施しています。

《子育て支援センター事業》《子育て支援センター事業》
子育て中の親子が、いつでも気軽に利用できる場です。子

どもと遊んだり、子ども同士の関わりあいや親同士の交流も
楽しめます。また、子育ての不安や悩みについての相談にの
ることもできます。いろいろな行事を行っておりますので、ぜ
ひ皆さんのご利用をお待ちしております。パパの参加もお待
ちしております。

美和つどいの広場

美和子育て支援センター

つどいの広場は主に乳幼児を持つ親子が気軽に集
い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、交流を図る場
です。専任の子育てアドバイザーが子育てに対する疑
問、不安等相談に応じます。あそびにきてね！

《つどいの広場事業》《つどいの広場事業》

場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時30分～正午　午後1時～3時30分
詳細につきましては、七宝子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
6月14日（金）　午前11時～11時30分
●バランスボールでママリフレッシュ〔市内在住の首がすわった生
後4か月頃～11か月のお子さんとその親〕（親子で35人程度）
6月17日（月）　午前11時～11時30分
要申込　6月5日（水）9時から電話にて予約を受け付けます。
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
6月18日（火）　午前11時～11時30分
●ほんわか広場〔乳幼児をもつ親子〕（親子で26人程度）
6月21日（金）　午前9時30分～10時20分　午前10時40分～11時30分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　6月4日（火）9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕（親子で28人程度）
6月28日（金）　午後1時30分～2時30分
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　6月3日（月）9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　七宝子育て支援センター　☎442・2420

場　所　美和保健センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時30分～正午　午後1時～3時30分
詳細につきましては、美和子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔 　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
6月5日（水）　午前11時～11時30分
●食育講座［乳幼児をもつ親子〕（親子で22人程度）
6月12日（水）　午前10時30分～11時30分
要申込　6月5日（水）9時から電話にて予約を受け付けます。
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
6月13日（木）　午前11時～11時30分
●にこにこ広場 〔乳幼児をもつ親子〕（親子で22人程度）
6月19日（水）
午前9時30分～10時20分　午前10時40分～11時30分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　6月4日（火）9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕（親子で22人程度）
6月26日（水）　午後1時30分～2時30分
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　6月3日（月）9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和子育て支援センター　☎444・7778

場　所　昭和保育園
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時～正午　午後1時～3時

詳細につきましては、甚目寺子育て支援センターにお問い合わせください。
行事〔　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
6月3日（月）　午前11時～11時30分
●音楽あそび〔市内在住の乳幼児を持つ親子〕（親子で24人程度）
6月14日（金）　午前11時～11時30分
要申込　6月5日（水）9時から電話にて予約を受け付けます。
●わくわく広場〔乳幼児をもつ親子〕（親子で24人程度）
6月17日（月）　午前9時30分～10時20分　午前10時40分～11時30分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　6月4日（火）9時から電話にて予約を受け付けます。
●絵本の読み聞かせ〔乳幼児をもつ親子〕
6月18日（火）　 午前11時～11時30分
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕（親子で40人程度）
6月25日（火）　午後1時30分～2時30分
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　6月3日（月）9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　甚目寺子育て支援センター　☎444・6663

場　所　美和児童館
日　時　毎週火・水・木・金曜日　※祝日はお休みします。

午前9時30分～正午　午後1時～3時30分
詳細につきましては、美和つどいの広場にお問い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●看護師による講話
6月4日（火）　午前11時～11時30分
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
6月7日（金）　午前11時～11時30分
●お話会
6月13日（木）　午前10時～10時20分
●にこにこベビーデー〔満1歳までのお子さん優先の日〕（親子で16人程度）
6月20日（木）　午後1時30分～2時30分
要申込　6月4日（火）9時から電話にて予約を受け付けます。
●ふれあい広場〔乳幼児を持つ親子〕（親子で16人程度）
6月25日（火）　午前10時30分～11時20分
要申込　6月5日（水）9時から電話にて予約を受け付けます。
●親子でリズムトレーニング〔市内在住の首の座った生後4か月
頃以降のお子さんとその親〕（親子で30人程度）
6月27日（木）　午前11時～11時30分
要申込　6月6日（木）9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和つどいの広場　☎442・3515

七宝子育て支援センター

TO³クラブ〔市内在住の満1歳以上、未就園の親子〕 登録制
6月5日（水） 篠田保育園 6月6日（木） 正則保育園
6月14日（金） 聖徳保育園 6月19日（水） 大花保育園
6月20日（木） 五条保育園
問合先　保育課　☎485・5988　FAX443・2571
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ちびっこあつまれ

よく飛ぶ紙飛行機をつくろう

コップ積みを楽しもう

コアラ教室（こいのぼり作り）

開館時間　午前9時～午後5時 
休 館 日　日曜日・祝日 
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ふたごちゃん・
みつごちゃん交流会

日　時
場　所
内　容
申込先・問合先

みんなであそぼう

母の日のプレゼント作り

日時：6月8日（土） 午後1時30分～4時
会場：七宝焼アートヴィレッジ

交流ホール
参加費：無料
定員：50人
申込：電話またはフォームから

　　

 
問合先　市民活動センター　☎445・1900

info@ama-shiminkatsudo.jp

あま市市民活動センター

あまterrace便り

コミュニティ交流会は、コミュニティ協議
会や市民活動団体、事業者、市民の皆さん
の出会いの場、情報交換の場です。コミュニ
ティ協議会や自治会の関係者、地域活動に
興味のある方はぜひご参加ください。地域
コミュニティづくりのヒントやアイディアを見
つけてみませんか。

多胎児を妊娠中・子育て中のママ・パパやそ
の家族を対象に妊娠期から仲間づくりや情報
交換をして、多胎の子育てへの不安が少しでも
軽減するように交流会を開催しています。
参加希望の方は、事前に保健センターへご
予約ください。

6月25日（火）　午前10時～正午
甚目寺保健センター
交流会、親子遊び　など

甚目寺保健センター
☎443・0005　FAX443・5461
七宝保健センター
☎441・5665　FAX449・1037
美和保健センター　
☎443・3838   FAX443・3839
※生後4か月以上のお子様は託児がご利用で
きます。託児を希望される方は、6月11日
（火）までにお申し込みください。
※駐車場までお迎えに上がります。お電話くだ
さい。

コミュニティ交流会2024
～みんなのアイディアでつくる楽しいコミュニティ～

あま市市民活動センター主催

フォーム
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公的な接種を受ける機会がなかった昭和37年4月2日～昭和54年4月1日までの間に生まれた
男性は、抗体保有率が他の世代に比べて低くなっています。
対象者
昭和37年4月2日～昭和54年4月1日までの間に生まれた男性（過去に抗体検査で陽性の方、過
去に風しん予防接種を行った方は対象外となります。）
※令和4年度に「風しんにおける抗体検査券および予防接種」クーポン券を発送しています。
クーポン有効期限　令和7年2月28日（金）まで
実施方法
指定医療機関や特定健診、事業所検診等の機会にクーポン券を提出し、抗体検査（血液検査）を
受け、抗体検査の結果、抗体価が十分でない方は、後日予防接種を受けることになります。
抗体検査・ワクチン接種費用　無料
抗体検査を受けられていない方、クーポン券を紛失された方は、再発行しますので、健康推進課
へご連絡ください。

問合先　健康推進課　甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461
七宝保健センター　　☎441・5665　FAX449・1037
美和保健センター　　☎443・3838   FAX443・3839

平成25年6月以降、厚生労働省の勧告に基づき、接種を積極的にお勧めすることを差し控えて
いましたが、ワクチンの有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認められたことから、令和
４年４月から個別の勧奨を再開しました。
予防接種を受けようとする場合には、ワクチンの効果と副反応のリスクの双方について、正し
い知識を持ったうえで接種の判断をしてください。厚生労働省公式ウェブサイトにワクチンの有
効性や安全性について掲載されていますので、接種の判断の参考にしてください。
1　対象者
①平成20年4月2日から平成25年4月1日生まれまでの女子（小学校6年生～高校1年生相当）
②平成9年4月2日から平成20年4月1日生まれまでの女性
2　接種期間
対象者①：16歳となる日の属する年度の末日まで　　対象者②：令和7年3月31日まで
3　接種方法
ワクチンはサーバリックス（2価）、ガーダシル

（4価）、シルガード９（9価）の3種類があります。接
種回数・間隔は接種するワクチンの種類や接種開
始年齢により異なります。標準的な接種間隔は右
の表となります。いずれのワクチンも１年以内の
接種完了が望ましいとされています。
４　費用　無料【前述の接種期間内に接種した場合に限ります。】
５　接種当日の持ち物　予診票および接種済証　・　母子健康手帳　・　健康保険証　等
〇指定医療機関で接種できない方は、接種前に保健センターまでお問い合わせください。
〇ＨＰＶ感染症予防接種後に症状が生じた方に対する相談窓口については、愛知県公式ウェブサ
イトに掲載されていますので参考にしてください。

ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症（子宮頸がん）予防接種について

風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます

問合先　健康推進課　甚目寺保健センター　　☎443・0005　　FAX443・5461
七宝保健センター　　　☎441・5665　　FAX449・1037
美和保健センター　　　☎443・3838　　FAX443・3839
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あま市民病院
～市民と連携機関に信頼され、健康と安心を提供する病院～

あま市民病院だより
いわ た やま だ

小玉
（呼吸器外来）

こ だま

いえ だ あん どう たち かわ せい

2024年6月　　

いわ た すず き なり た じょやま もり

くま ざき ゆ

熊﨑（由）
（総合）

くま ざき ゆ

熊﨑（由）

たち かわ せい

立川（聖）
（総合）

こ ばやし

小林
（糖尿病外来）

うめ や

梅屋
（総合）

うめ や

梅屋
（総合）

くま ざき しげる

熊﨑（滋）
（総合）

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午前
午前

午前

午前
午前

午前
午前

午前 ※予約制

もり

森
午後2時～4時

もり

森
午後2時～4時

くま ざき ゆ

熊﨑（由）
（禁煙外来）

午後2時30分～4時

くま ざき ゆ

熊﨑（由）
（糖尿病外来）

第2・3・4週　午後1時～2時

こん どう

近藤
（腎臓内科）

第2・4週午後1時30分～4時

あん どう

安藤
（乳腺外来）

かめ たに

亀谷
（循環器内科）

いわ た

岩田
（消化器外来）
午後2時～4時

いわ た

岩田
（消化器外来）
午後2時～4時

いえ だ

家田

※変更になる場合があります。詳しくは公式ウェブサイトにてご確認ください。

内科

消化器内視鏡センター

歯科
口腔外科

小児科

脳神経外科

耳鼻
咽喉科

泌尿器科

外科

婦人科
眼科

整形
外科

月区分 火 水 木 金

おか だ

岡田

亀谷
（循環器内科）

かめ たに

亀谷
（循環器内科）

かめ たに

亀谷
（循環器内科）

（第3週ペースメーカー外来）

かめ たに

平山
第4週休診

ひら やま

たに かわ おか うち だ さか た うち だ

ふる さわ ふる さわ ふる さわひらばやし

福見
（循環器外来）

第2週 午後3時～４時30分

ふく み

菊池
（慢性疾患外来）
午後2時～4時

きく ち

菊池
（慢性疾患外来）
午後2時～4時

きく ち

かわ で さ かわ で ゆ みず たに さか くら

ひらばやし

ふじ もと みず の ふじ もと ふじ もと ふじ もと

お がわ

さっさあら かわ あら かわ あら かわ お がわ

あん どう

安藤
たか はら

髙原
（循環器内科）

いわ た

岩田
たち かわ さ

いわ た いわ た いわ たやま ぐち たち かわ さ

立川（紗）
（消化器外来）
午後2時～4時

さか い

酒井
（呼吸器内科）

午後1時30分～2時30分

とみ なが

富永
（循環器内科）

か ち か ち か ち か ち

あか も あか も あか も くり た

い とう い とう い とう い とう

か とう か とう か とう か とう
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6 月の予定

美和保健センターウォーキング
あま

精神保健
相談会

13日（木） 午前9時30分～11時30分頃
蜂須賀コース
（4.0km）

申込受付は当日に行います。
雨などの天候による開催・中止の判断
は、当日午前8時30分に行いますので、
甚目寺保健センターにご確認ください。
※予約は不要です。

甚目寺保健センター 14日（金） ①午後1時30分から②午後2時20分から
医師による、心の悩みに関する個別相談です。
本人ではなく、ご家族の方も相談できます。
ご希望の方は、甚目寺保健センターにご予約ください。

午後1時30分～3時

午前10時～11時30分
軽い体操に加え、口腔や栄養の講話を通じた、介護予防の
ための教室です。仲間と楽しみながら、元気に暮らせる心と
体を作りましょう。（坂牧コミュニティ防災センター、上萱津
コミュニティ防災センターは上履きが必要です）
※予約は不要です。
※☆の日は、歯科医師による講話もあります。

七宝保健センター
甚目寺保健センター
美和保健センター
坂牧コミュニティ防災センター
上萱津コミュニティ防災センター
篠田防災コミュニティセンター

☆6日（木）
10日（月）
☆12日（水）
14日（金）
☆3日（月）
☆13日（木）

甚目寺保健センター☎ 443・0005　FAX 443・5461　七宝保健センター☎ 441・5665　FAX 449・1037　美和保健センター☎ 443・3838　FAX 443・3839

高齢福祉課地域包括支援センター　☎ 444・3159　FAX 443・2571

七宝保健センター

甚目寺・七宝・美和保健センター

いきいき
体操

火・木・金
（祝日は除く）午後４時～4時30分

DVDによる健康増進・体力向上のためのエアロビクス、あま体操
※予約は不要です。

歯科衛生士による歯科相談、栄養士による栄養相談、保健師による健康相談、臨床心理士による心の悩
みに関する相談があります。（臨床心理士への相談は、甚目寺保健センターに電話をしてください）
※予約制です。

各種
個別相談

あま安心
ダイヤル 0120・201・072 医師・看護師・保健師などによる健康についての電話相談です。

（24時間受付・年中無休・通話料無料）

５種混合、ロタウイルス感染症、B型肝炎、小児の肺炎球菌感染症、BCG、麻しん及び風しん（MRワクチン）、水痘（水ぼうそう）、
日本脳炎、2種混合、ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症（子宮頸がん）、4種混合、Hib(ヒブ)感染症、不活化ポリオ、3種混合

愛知県広域予防接種事業について
　疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができます。
事前に手続きが必要ですので、詳細はお問い合わせください。

特別の理由による任意予防接種費用助成事業について      
骨髄移植手術その他の理由により、接種済みの定期の予防接種の予防効果が期待できないと医師に判断され、任意で再度、予防接種を受ける方に対し、予防
接種に要する費用の一部を助成します。
◎対象者      
・骨髄移植手術その他の理由により、接種済みの定期の予防接種の予防効果が期待できないと医師に判断された方
・接種日に２０歳未満の方。ただし、４種混合は１５歳未満、Hib(ヒブ)感染症は１０歳未満、小児の肺炎球菌感染症は６歳未満、ＢＣＧは４歳未満の方
◎対象の予防接種
・接種済の定期予防接種Ａ類（B型肝炎、Hib(ヒブ)感染症、小児の肺炎球菌感染症、４種混合、３種混合、不活化ポリオ、ＢＣＧ、麻しん及び風しん、水痘、日本
脳炎、  ２種混合、、ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん））

母子健康手帳、予防接種予診
票、子ども医療費受給者証等

午前9時30分～11時

午前9時30分～10時30分

午前10時～11時
午後1時30分～2時30分

体ほぐしや体操で筋肉を丈夫にして、転倒や骨折を予防す
る教室です。
骨盤底筋群や自律神経などを整えます。
※予約は不要です。

保健師による血圧測定
健康に関する相談
※予約は不要です。
※〇の日は体組織計で体脂肪率や筋肉量、体内年齢など
　を測定できます。

〇10日（月）

24日（月）
27日（木）
7日（金）
21日（金）
28日（金）

美和総合福祉センター
すみれの里
七宝老人福祉センター
新居屋憩の家
甚目寺保健センター
美和総合福祉センター
すみれの里
七宝保健センター

※事前に手続きが必要です。詳細はお問い合わせください。
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講話・交流会・体験（抱っこ体験、沐浴体験、お父さんの妊
婦体験） 　※定員あり

離乳初期（5～6か月頃）・中期（7～8か月頃）の離乳食の
話、交流会
離乳後期（9～11か月頃）・完了期（12～18か月頃）の離
乳食の話、交流会
【予約方法】メール申込(予約は8日前までにお願いします)
①件名に「〇月〇日参加申し込み」を記入
②本文に「お名前・電話番号・託児利用の
お子さんのお名前・フリガナ・生年月日・
性別」を記入し、下記アドレスにメール
送信してください。
　 rinyusyoku@mama-plus.com
親子遊び・交流会
※無料託児あり
身体計測・個別相談（母乳相談、栄養相談、歯科相談、育児相談）
身体計測のみ希望の方は予約不要です。
※甚目寺保健センターの歯科相談は月曜日のみとなります。
※母乳相談は1日4人までになります。
※母乳相談ができるのは、1人月１回です。母乳相談を
希望される方は、タオルをご持参ください。

※身体計測時バスタオルを使用しますので、ご持参ください
☆の日は母乳相談、栄養相談を予約した方のみとなります。

ふたごちゃん・
みつごちゃん交流会

離乳食教室
（前期）
離乳食教室
（後期）

子育て相談

パパママ教室

乳幼児をもつ
希望者

ふたご・みつごの
乳幼児を持つ希望者

8～11か月児

4～6か月児

妊婦及び
配偶者または
パートナー

午前9時30分～
 10時15分

午前10時～12時

午前９時45分～
10時

午前9時15分～
 9時30分

☆18日（火）

17日（月）

14日（金）

5日（水）

25日（火）

24日（月）

7日（金）

4日（火）

甚目寺保健センター

美和保健センター

七宝保健センター

甚目寺保健センター

甚目寺保健センター

甚目寺保健センター
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【その他】
●母子健康手帳の交付…甚目寺保健センター（予約不要・随時）、七宝・美和保健センター（要予約）にて行っています。妊娠届出書・個人番号（マ
イナンバー）を証明する書類・口座情報が分かるものをお持ちください。
●乳幼児健診（3～4か月・1歳6か月・2歳児歯科・3歳）…健診日の2週間前を目途に対象の方に案内を送ります。対象・実施日については市公
式ウェブサイトをご確認ください。

甚目寺保健センター☎ 443・0005　FAX 443・5461　七宝保健センター☎ 441・5665　FAX 449・1037　美和保健センター☎ 443・3838　FAX 443・3839

下記の事業は予約制です。

沖之島・遠島・安松・秋竹・桂・下田・川部・伊
福・下之森・徳実・鷹居・鯰橋

二ツ寺・東溝口・花正・花長・木折・富塚・古道・金岩・木
田・森山・中橋・丹波・蜂須賀・篠田・北苅・小橋方・乙之子

七宝保健センター ☎441・5665 美和保健センター　☎443・3838
甚目寺・本郷・坂牧・下萱津・中萱津・上萱津・栄・西今宿・
森・方領・石作・小路・新居屋

甚目寺保健センター　☎443・0005

歯
の

座
講
康
健
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健康応援トピックス

問合先　甚目寺保健センター　　☎443・0005　　FAX443・5461
七宝保健センター　　　☎441・5665　　FAX449・1037
美和保健センター　　　☎443・3838　　FAX443・3839

～お知らせ～

歯肉炎とは…
歯肉（歯ぐき）が炎症を起こした状態で、軽度の歯周病のことです。年齢問わず起こります。歯肉の
赤みや腫れ、出血が起こりやすくなり、特に、歯みがきの時、フロスを使用した時に出血が見られます。
炎症が歯肉に限られている歯肉炎の状態なら、歯垢(プラーク)を取り除くセルフケアで、健康な歯肉
に戻すことができます。

歯肉炎の原因は…
歯垢(プラーク)の蓄積です。歯垢は、生きた細菌の塊です。歯の周辺に絶えず歯垢が蓄積すること

で炎症が起こります。歯垢は、歯とほぼ同じ乳白色で水に溶けにくく、歯の表面に粘着しているため、
うがいをするだけでは取り除くことはできません。しっかり歯みがきをして、この歯垢(プラーク)を取り
除くことが大切です。歯と歯肉の境目に歯ブラシを当て、きちんと毛先が当たっているか意識してみ
がくようにしてみましょう。

歯ブラシの毛先を歯と歯肉の境目に45度の角度であて、
5mm程度に細かく動かしながら軽い力でみがきましょう。

歯周ポケットが深くなってくると、歯ブラシの毛先が届かず自分では、みがくことができません。また
歯垢(プラーク)は、時間が経つと歯石になって、セルフケア（歯みがき）では取り除くことができなくな
ります。定期的にかかりつけ歯科医院で除去してもらいましょう。
また、十分な睡眠、バランスの良い食事、適度な運動など生活習慣を整えることも大切です。喫煙
習慣も歯肉炎（歯周病）リスク上げるため、禁煙することをおすすめします。

※受診を希望する保健センターに電話でご予約ください。

健　診　日
6月27日（木）　午前
7月2日（火）　午前
7月17日（水）　午前
9月6日（金）　午前
9月26日（木）　午前
10月25日（金）　午前

健　診　会　場
美和保健センター
甚目寺保健センター
七宝保健センター
七宝保健センター
美和保健センター
甚目寺保健センター

18歳以上の方を対象に歯と口腔の健診を実施しています。
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相談名 日時 場所 問合先

※1　相談を円滑に行うため、予約時に相談内容をお伺いします。なお、多くの方に利用していただくため、相談はお一人様年度内1回限りとさせていただきます。
 また同じ事案について、再度の予約や申込者を変更しての予約は受付できません。
※2　ＦＡＸによる問い合わせも受け付けています。(障がい児者相談：FAX443・3844、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会：FAX444・1074)
※3　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※4　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります。相談時間は、１人50分以内です）　※5　事前予約が必要です。（当日の状況により利用できる場合があります）

6

午前9時～正午・午後1時～5時日曜日・祝日診療時間

平日夜間診療・休日診療等のお問い合わせは、
下記までお尋ねください。

日曜日・祝日
年末年始(12月30日～1月3日)

日曜日・祝日
年末年始(12月30日～1月3日)

上記以外の月曜日から金曜日
土曜日

午前9時～11時30分
午後1時～4時30分

午前9時～11時30分
午後2時～4時30分

当面の間、休診
当面の間、休診

ウェブサイト

6

企画政策課　☎444・1712 FAX444・0982
危機管理課　☎444・0862 FAX441・8330

人権推進課
☎444・0398　FAX444･1074
商工観光課
☎441・7118　FAX441・8387

社会福祉課
☎444・3135　FAX444・1074

障がい福祉課
☎485・5980　FAX444・1074

あま市社会福祉協議会美和支所
障害相談支援事業所
☎446・0612　FAX443・3844

あま市社会福祉協議会本所
（甚目寺総合福祉会館内）
☎443・4291
※予約受付　２週間前～
(２週間前が休業日の場合は翌営業日)
※予約受付時間
午前8時30分～午後5時

※相続・登記相談は３営業日
　前までの予約が必要です。

総務課　☎444・1711　FAX441・8330

教育相談センター
☎443・1400　FAX443・9779
※予約受付時間(月～金)
午前9時～午後3時30分

子ども福祉課　☎444・3173 FAX443・2571
※電話予約も受け付けます。

市役所1階　相談室101
危機管理課

社会福祉課

市役所1階　相談室101

市役所1階　相談室101

美和総合福祉センターすみれの里

美和総合福祉センターすみれの里

七宝老人福祉センター

七宝老人福祉センター
美和総合福祉センターすみれの里
甚目寺総合福祉会館

甚目寺総合福祉会館
美和総合福祉センターすみれの里

美和総合福祉センターすみれの里

市役所1階　相談室101
教育相談センター

市内小中学校および教育相談センター
（甚目寺会館1階）

子ども福祉課

12日(水)　午後1時～4時
月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後5時

事前予約の際に日時・場所等を決めます。

21日(金)　午前9時30分～正午

28日(金)　午後1時～5時
13日(木)　午後1時～4時

11日(火)　午前10時～正午(受付午前11時30分まで)

月～金曜日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分
(事前にお問い合わせください)

月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午後5時15分
（事前にお問い合わせください）

27日(木)　午前10時～正午

27日(木)　午前10時～正午
13日(木)　午前10時～正午
6日・20日(木)　午前10時～正午
20日(木)　午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
13日(木)　午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
6日(木)　午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
18日(火)　午前9時30分～11時30分
毎週水・木曜日(祝日を除く)　午前9時～午後4時

月～金曜日(祝日を除く)　午後1時30分～4時

月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後4時

不動産相談（予約不要）
生活安全相談（要予約）※5
消費生活出張相談(要予約)

あま市人権相談

若年者就職相談(要予約) ※４
巡回労働相談(要予約) ※３

身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会※２

障がい児者相談※２

相続・登記相談　担当：司法書士
（要予約：登記手続き上の相談に限る。
なお、書類のチェックは行いません）

法律相談（要予約）※１
担当：弁護士

心配ごと相談（予約不要）
担当：民生委員・児童委員

行政相談
心理支援相談（要予約）

教育相談（要予約）

母子家庭等相談・母子家庭等就業相談
女性相談

海部地域消費生活センター　☎0567・23・0150

はせ川外科
いくた整形外科クリニック
奥村整形外科リウマチ科クリニック

０５６７・２４・３３７０
０５６７・２５・９９１１
４４５・５６６７

津島市
愛西市
大治町

リハビリ・整形外科３８５クリニック
服部整形外科皮フ科

０５６７・６９・８１５０
０５６７・６５・１２００

愛西市
弥富市

日 病院名 電話 場所 日 病院名 電話 場所
※午後５時以降は、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。

生活困窮者相談
成年後見制度相談
子ども・若者総合相談
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※可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大
ごみは上記の予約と粗大ごみシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。

※あま市指定ごみ袋等販売店により、全品（各種袋・シール）を取り扱っていない場合があります。
一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」で
出してください。
「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出してくだ
さい。
袋に入る廃小型家電（乾電池類は資源ごみ）、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は、「可燃ごみ」で出してください。
※不燃ごみにスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート塊、バッテリーな
どの市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車や清掃工場の火災や故障の原因
になる恐れがあり、大変危険ですので、絶対に不燃ごみで出さず、決められたルールに従って処分してください。

※「リチウム蓄電池」内蔵製品は、不燃ごみでは収集できません。
●使用済み小型家電、水銀使用廃製品の回収にご協力ください。

○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
※出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品や
陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらはすべて不燃ごみで出してください。

○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。
※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは紙袋に入れて出してください。ファイルにとじ
てある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出してください。布
団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出してください。
○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
※穴を開ける必要はありません。
●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。

一般家庭から出る使用済み小型家電と水銀使用廃製品の回収にご協力ください
◆携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機、電動シェーバー等は、「リサイクルステーション」にて回収を行っていますので、ご利用ください。
※あま市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。ただし、収納できな
いものは「粗大ごみ」となります。
◆蛍光管等のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサイクルステーション」に出すよう、ご協力をお願いします。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX445・3856

インターネット
予約

インターネット
予約

午前9時～午後7時
午前9時～午後5時
午前9時～午後7時
午前9時～午後5時

月～金
土・日・祝
月～金
土・日・祝

粗大ごみ受付センター
☎444・0303

粗大ごみ受付センター
☎444・0303電話予約電話予約

受付時間受付時間申込先申込先

午前9時まで午前9時まで
毎月　第2水曜日（12日）
毎月　第3水曜日（19日）
毎月　第4水曜日（26日）

毎月　第2水曜日（12日）
毎月　第3水曜日（19日）
毎月　第4水曜日（26日）

収集日収集日お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

午前8時30分まで午前8時30分まで毎月　第2土曜日（8日）
毎月　第3土曜日（15日）
毎月　第2土曜日（8日）
毎月　第3土曜日（15日）

収集日収集日お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●粗大ごみ●粗大ごみ

●資源ごみ●資源ごみ

●不燃ごみ　※不燃ごみの収集は、毎月1回です。●不燃ごみ　※不燃ごみの収集は、毎月1回です。

搬出時間搬出時間

搬出時間搬出時間

資源ごみ
（ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類）

資源ごみ
（ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類）

不燃ごみ
（ピンク半透明の袋）

不燃ごみ
（ピンク半透明の袋）

プラスチックごみ
（ブルー半透明の袋）
プラスチックごみ

（ブルー半透明の袋）

可燃ごみ
（白色半透明の袋）

可燃ごみ
（白色半透明の袋）

●ごみの出し方について●ごみの出し方について

6月　一般家庭ごみ収集日程

午前8時30分まで
搬出時間

午前8時30分まで毎週　水曜日（5・12・19・26日）
収集日

毎週　水曜日（5・12・19・26日）
お住まいの場所
あま市内全域

●プラスチックごみ●プラスチックごみ

午前8時30分まで午前8時30分まで

搬出時間搬出時間収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●可燃ごみ●可燃ごみ

・「リサイクルステーション」は、あま市立昭和保育園横で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、12月31日から
翌年1月3日までは除く）開設しています。

・ごみの分別と出し方のルールの詳細については、「令和6年度　あま市 ごみの分別と出し方のルール」冊子（広報あま3月号に同封、
窓口配布、市公式ウェブサイト内公開）をご覧ください。

●その他●その他
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6月

3
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2

9

5 6 7 8

1

11

4

12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 28 29

30

27

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）
●子どもの本の会

●この本だいすきの会のよみ
きかせ

不燃ごみ(名鉄津島線の線路
の南側)
●七宝焼体験教室特別企画
「麻の葉紋様」

●お楽しみおはなし会

●この本だいすきの会のよみきかせ

●パソコン・スマホ・タブレッ
ト相談室

●この本だいすきの会のよみ
きかせ
〈甚目寺公民館〉→p24

〈甚目寺公民館〉→p24

〈甚目寺公民館〉→p24

歯と口の健康週間
プラスチックごみ
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室

●ボランティア講座
「絵本を選ぶ眼を育て
るために」

〈七宝公民館〉→p24

〈七宝公民館〉→p24

プラスチックごみ
資源ごみ（七宝地区）
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室

〈甚目寺公民館〉→p24
●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室

プラスチックごみ
資源ごみ（甚目寺地区）

歯と口の健康週間
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）
●読書会
〈美和図書館〉→p24

〈美和図書館〉→p24

〈美和図書館〉→p24

〈美和図書館〉→p24

〈美和図書館〉→p24

〈美和図書館〉→p24

歯と口の健康週間
不燃ごみ(名鉄津島線の線路
の北側)
●パパ＆グランパのおはなし
会（グー・チョキ・パーのおは
なし会）
〈美和図書館〉→p24

〈美和図書館〉→p24
〈甚目寺公民館〉→p24

〈甚目寺公民館〉→p24

●この本だいすきの会のよみ
きかせ
〈甚目寺公民館〉→p24

●おどうぐばこのかみしばい

歯と口の健康週間
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

歯と口の健康週間 歯と口の健康週間
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●七宝焼体験教室特
別企画
「麻の葉紋様」

歯と口の健康週間
可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

●もこもこのおはなし会

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●七宝焼体験教室特
別企画
「麻の葉紋様」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→p22 〈七宝焼アートヴィレッジ〉→p22

〈七宝焼アートヴィレッジ〉→p22

〈七宝焼アートヴィレッジ〉→p22

〈七宝焼アートヴィレッジ〉→p22

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

●七宝焼体験教室特
別企画
「麻の葉紋様」

プラスチックごみ
資源ごみ（美和地区）
●七宝焼体験教室特
別企画
「麻の葉紋様」

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●語りの会おはなしペ
ロリ

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の北側）

可燃ごみ（名鉄津島線
の線路の南側）
●もこもこのおはなし会

【今月の表紙】
4月29日（月・祝）に県指定天然記念物である下萱津のフジが一般公開されました。こちらのフジは樹齢約350年とも言われ、錯

綜した幹枝が別の生き物のようにも見えます。次回の公開もお楽しみに。
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市公式ウェブサイト マチイロ
スマートフォンの
無料アプリ
（マチイロ）で
広報あまが
閲覧できます。

令和6年6月発行

見やすく、読み間違えの少ないフォント「ユニバーサルデザインフォント」を使用しています。
https://www.city.ama.aichi.jp

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容に関しては直接広告主へお問い合わせください。




